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はじめに
コ 

ンポーザブルインフラストラクチャは、HPEのアイデア
エコノミーのビジョンを実現したものであり、企業のIT

機能の最先端かつビジネスフレンドリーなありかたへの変革を支
援するソリューションです。ITアーキテクチャがビジネスに俊敏
性、柔軟性、スピードを可能にする能力を与えることを目標とし
ています。

コンポーザブルインフラストラクチャ向けに土台から設計された
最初のプラットフォームであるHPE Synergyは、従来のワークロー 
ドの運用の複雑さを軽減し、新しい種類のアプリケーションやサー 
ビスの運用速度を向上させる一元化されたインフラストラクチャ
です。これは、HPEのアイデアエコノミーの展望を具現化した製
品であると言えるでしょう。コンポーザブルインフラストラクチャ
の時代の到来なのです！

本書の概要
この70ページの本では、HPE Synergyの構造が説明されます。本
書を読むと、HPE Synergy環境の構成要素、それがどのように整
合されるか、既存のデータセンターとはどのように統合されるか
についてよく理解できます。

本書に書かれていることをすべて無視するとしても、いくらコ
ストが節約されても、ユーザーが合理的な方法で作業を完了で
きない場合、ITは失敗とみなされるのだ、という事実は覚えてお
いてください。IT機能をビジネスドライバーに変換させる方法を
編み出すのは、将来思考の技術者やリーダー達にかかっているの 
です。

対象となる読者
本書の対象とする読者の勝手な予想：

 ✓ データセンターコンピューティング、仮想化、およびストレー 
ジについて、少なくとも基本的理解がある。
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 ✓ IT業務に従事しており、データセンターの一般的アーキテ
クチャおよびコンポーザブルインフラストラクチャと特に
Synergyについてもっと知りたいと思っている。

 ✓ 企業内の技術スタッフ、管理職、あるいは幹部であるかもし
れない。

本書で使用するアイコン
本書では、重要なコンセプトであることを示す以下のようなアイ
コンを使用しています。アイコンのガイド：

「remember」アイコンは、非常に重要で記憶に残すべき事柄 
です。

「tip」アイコンは、データセンター環境を分析する際に留意すべ
き役に立つアドバイスです。

「warning」のついた段落では、陥りやすい落とし穴について説
明しています。時間、費用の節約のために、あるいは少なくとも
頭痛のたねにならないように、アイコンには注意してください。

本書の読み方
70ページではすべてを語りつくせません。Synergyについてさら
に詳しく知りたい場合は、www.hpe.com/jp/synergy をクリッ
クしてください。
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アイデアエコノミーと
コンポーザブルインフ
ラストラクチャ

本章の内容
▶▶ アイデアエコノミーを構成する重要な概念
▶▶ コンポーザブルな環境とは何か
▶▶ コンポーザブルインフラストラクチャに期待されるベースライン

I✓
T部門の世界での業務内容が根本的な変化を遂げています。✓

これは不安材料となりますか？そう感じる人は多いでしょう。し
かしこの変革には実に正当な理由があるのです。しかも理由の多
くが、ITが従来業務を行ってきた方法の継続的課題に関するもの
なのです。

ITのやり方が10年もの間、間違っていたというわけではありませ
ん。全くそんなことはありません。IT部門はビジネスのニーズに
応えるために一生懸命尽くしてきたのですから。しかし時代は変
わるものです。企業のありかたも変わります。わたしたちをとり
まく世界も変わります。それが現実です。

ITが必死で構築した現在のデータセンターですが、世界は変化し
ています。「クラウド」が効率的に普及し、仮想化は一般的に
なりましたが、より多くの膨大なワークロードに対応したとして
も、行き詰まっています。ビジネスは10年前と比べ、はるかに技
術に精通しています。

第1章
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この新しいパラダイムは、アイデアエコノミーとして知られます
が、異なる世界観と全く違う種類のインフラストラクチャを必要
とするのです。また以下のような重大な結果も生じます。

✓✓ 活力あふれる成長
✓✓ 収益性の強化
✓✓ 生産性の大幅な向上
✓✓ 改良されたイノベーション
✓✓ 組織のアジリティの向上
✓✓ 改善された顧客満足体験
✓✓ 低減されたリスク

コンポーザブルインフラスト
ラクチャの誕生

アイデアエコノミーを支えるには、ITを考え直すこと必要があり
ます。アイデアエコノミーの目標を達成するための重要な方法
は、コンポーザブルインフラストラクチャと呼ばれるテクノロジ
ー環境への移行です。コンポーザブルインフラストラクチャは、
インフラストラクチャに関する重要な目的、以下を実現する能力
等、従来の方法では達成することが不可能ではないにしても、困
難な目的の実現を支えるものです。

✓✓ 容易に収縮、拡大、更新することができる迅速な実装
✓✓ 物理サーバ、仮想サーバ、またはコンテナ等、環境を選ばな
いワークロード処理
✓✓ インフラストラクチャのリソースや互換性に捉わないビジネ
ス基盤となるワークロードの運行
✓✓ ビジネスを維持するための適切なサービスレベルが提供可能
なインフラストラクチャ

恒常性
インフラストラクチャの展開は、インフラストラクチャを利用す
るユーザーが実行することが可能なオンデマンドのアクティビティ
になるべきです。こういったデマンドベースの展開がどう有益な
のかを示す最も一般的な例の1つは、恐らくDevOpsでしょう。
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アイデアエコノミーでは、ITが各企業で急速に革新される製品と
サービスの構造の構成要因となることが求められます。企業が競
争力を維持するためには、IT部門はビジネスのペースについてい
く、あるいはビジネスをリードする必要さえあります。

こういった状況は、現在、IT業界を席巻しているDevOp文化の台
頭につながりました。DevOpsを採用しようとする組織において、
コラボレーションは職場文化の基盤となります。開発と運用チー
ムは、もはや組織の命令系統の違いのために分離されなくなりま
す。DevOps環境では、開発と運用スタッフは、最初の構想段階
から実稼動後のサポートまで、開発ライフサイクル全体にわたっ
てソフトウェアをサポートするために並行して作業を進めること
になります。

DevOpsグループおよび他の関連グループに求められるペースで必
要とされるITインフラストラクチャを提供するために、企業のIT
はスピード、俊敏性、柔軟性を向上し、ユーザーが常にいつでも
リソースの構成および再構成ができるようにしなければなりませ
ん。コンポーザブルインフラストラクチャはこの「いつでも」の
パラダイムを実現します。

遍在性
ハイパーバイザのベンダーはそうであって欲しくないかもしれま
せんが、非常に多くの企業では、ワークロードが✓—✓なんと!✓—✓ベ
アメタル上で処理されています。別の言い方をすれば、仮想化さ
れていないアプリケーションがあり、しかも単にサーバー上で運
用されているのです。

今日の非常に人気のある新しいテクノロジーは、この事実を意識し
ていないようです。例えばハイパーコンバージドインフラストラク
チャは、多くの組織にとって素晴らしいソリューションですが、ほ
とんどのハイパーコンバージドのソリューションでは、完全に仮想
化されたワークロードを持つことが重要な前提条件の1つなのです。
一般的に、ベアメタル上のワークロードはサポートされません。

ベアメタルおよび仮想化されたワークロードは、最新のデータセ
ンターでサポートされることが求められるアプリケーション基盤
の2つに過ぎません。今日、魅力的な構成としてコンテナが登場
し、特定のタイプのワークロードに大きなメリットをもたらしま
した。しかし残念ながら、少なくとも物理的、仮想的、およびコ
ンテナベースのワークロードをシームレスに処理できるインフラ
ストラクチャが導入されない限り、従来のインフラストラクチャ
のアプローチでは、独自のインフラストラクチャをIT部門が構築
し、サポートしなければならないのです。
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すべてをサポートしなければならない上、さらに伝統的なインフ
ラストラクチャのアプローチを採用することが求められるかもし
れません。この状況を正確に描写するのは、悪夢、コスト高、そ
して✓うわあぁ✓の3語でしょう。各環境に独自のハードウェアとソ
フトウェアが必要とされ、その上それをサポートするスタッフも
必要になる場合もあります。ハードウェアもソフトウェアも高い
かもしれませんが、人件費は本当にコスト高となります。

コンポーザブルインフラストラクチャは、物理的、仮想的、また
はコンテナ化されたワークロードを実行する機能をサポートする
環境を提供します。

どんなワークロードでも
作動し続けなければならないレガシーのシステムをお持ちです
か？現在業務の軸であるエンタープライズリソースプランニン
グ（ERP）ソフトウェアがあり、それを段階的に廃止するのには
10年かかりますか？また同時に開発者が開発作業の一環として
コンピューティング環境をダイナミックに構成できるようにする
DevOpsという新しい哲学を支持していますか？

適切なタイプのインフラストラクチャがあれば、これらのことは
すべて同時に実現可能なのです。コンポーザブルインフラストラ
クチャはどんなワークロードでもアーキテクチャの一部として運
用することが可能です。

適切なサービスレベル
サービスレベルは、アプリケーションあるいはサービスがどこで
実装されているとしても重要な要素です。たとえ、あるアプリケー✓
ションの必要性が低いと見做されている場合でもです。コンポー
ザブルインフラストラクチャ環境のサービスレベルは、コンピュー✓
ティング、ストレージ、およびネットワーキングを含む可変的リ
ソースプールをユーザーに提供することで利用可能になります。

アプリケーションによって、これらのリソースの組み合わせは左右
され、多様な組み合わせが必要とされます。非常に高性能のストレー✓
ジが必要なものもあれば、さほど性能が高くないストレージでも十
分な動作をするものもあります。どのワークロードでもサポートす
るインフラストラクチャを提供することで、各ワークロードに対し
て適切なサービスレベルを設定することが可能になります。そうす
ることで、ITのオンデマンドベースのリソース管理への移行を支援
することになります。例えば、既存の環境の能力を超える新しいア
プリケーションが導入された場合など、予期せぬことが起こった場
合にのみ、ITの対応措置が必要とされるようになります。
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HPE Synergy 概要
本章の内容

▶▶ HPE Synergy環境を構成するコンポーネント
▶▶ HPE Synergy環境の基礎となる主要な設計原則
▶▶ ステートレスインフラストラクチャがどのように優れたワークロードのモ
ビリティおよび機敏性を実現するか

第 
1章を読めば、コンポーザブルインフラストラクチャが
どのようにビジネスを加速するのに役立つかがお分か 

りになるでしょうが、このアーキテクチャのパラダイムをどのよ
うに受け入れ、ビジネスの最高速度を実現できるのかについては
疑問を抱いているかもしれません。

そこでHPEのSynergyに登場してもらうことになります。コンポー
ザブルインフラストラクチャは、次世代データセンターのアーキ
テクチャの選択肢として、コンバージドシステムやハイパーコン
バージドシステムといった従来のアーキテクチャの主なコンセプ
トと特性を利用し、発展させていきます。

これら包括性の低いアーキテクチャとコンポーザブルインフラス
トラクチャを単純に「ボルト」で繋いでも、完全かつ緊密に統合
されたソリューションは生まれません。それを踏まえ、HPEは、
アイデアエコノミーの背後にある成果を達成することだけに狙い
を定め、初の構成可能なプラットフォームを開発したのです。

本章では、HPE Synergyの基本的な特徴と、HPE Synergyがアイ
デアエコノミーによって課せられる要件をどのように満たすか
について説明します。ここでは概要だけに留め、上記特徴がHPE 
Synergy全体にどのように貢献するかをかいつまんで説明します。
以降の章では、もう少し深く解説を行い、Synergyの特性がどのよ
うな仕組みになっているかを詳しく説明していきます。

第2章
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HPE Synergy の設計原則
HPE Synergyは、コンポーザブルインフラストラクチャの実装を
通じて従来のアプリケーションとクラウドネイティブなアプリケー 
ションを橋渡しするために開発された、新しいカテゴリのイン
フラストラクチャです。HPE Synergy製品ラインは、以下のセク 
ションで説明される重要なアーキテクチャ原則に基づいて提供さ
れています。

可変的リソースプール
コンポーザブルインフラストラクチャは可変的リソースプールか
ら始まります。コンピューティング、ストレージおよびワークの
構成可能なプールは、単一の構造として動作し、どのワークロー
ドでも起動することが可能です。上記プールはまた、即座に有効
化され、あらゆる業務アプリケーションのニーズを満たすために
柔軟に活用されることができます。

このアーキテクチャの流動的な特性は、基盤となるコンピュー 
ティング、ストレージおよびファブリックリソースを分割する方
法で管理者が環境を構築することを可能にすることによって、孤
立したリソースを効果的に排除します。ここでの「分割」とは、
基本的に各リソースを個別に拡張・縮小できることを意味しま
す。必要なリソースを取得するために、必要ではないリソースを
追加する必要はないのです。

ソフトウェアデファインドイン
テリジェンス
ソフトウェアデファインドインテリジェンスとは、HPE Synergyが
インテリジェンスをインフラストラクチャに取り込み、ワークロー
ドテンプレートを使用して再現性が高く摩擦のない手法で、臨機応
変に構成、再構成、更新する方法をインフラストラクチャに指示す
ることを指します。

IT担当者は、実質的にはソフトウェア要素として制御されるすべ
てのリソースを利用してインフラストラクチャをコントロール
し、数年前には実現できなかった方法でビジネスを実際に加速
することができるのです。多種多様なインフラストラクチャ要素
が、単にソフトウェアレイヤーの拡張となるのです。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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統一化されたアプリケーションプ
ログラミングインターフェイス
実践の操作の必要性がなく、格段に自動化されたインフラストラ
クチャの実装が計画されるにつれ、自動化を実現するためのツー
ル（アプリケーションプログラミングインターフェイス、つまり
API等）を装備することが重要になります。こういったツールを使
用すると、インフラストラクチャはコードのようにプログラムする
ことができ、パワフルなIaaS（Infrastructure-as-a-Service）をプラ
イベートデータセンターに提供することができます。

統合されたAPIは、単に既存のアプリケーションを更新したり、新
しいアプリケーションを開発したりして、インフラストラクチャ
をプログラムとして直接実行したりすることを目的とする場合に
もサービスを提供することが可能です。

ステートレスは素晴らしい
今日のデータセンターにおける最 
大の課題の1つに、恐らく多種多様
な形態で「ステート（状態）」を持
つワークロードが非常に多いという
ことがあります。従来の環境では、
ワークロードは動作の基盤となる特
定の物理的あるいは仮想的なハード
ウェアと密接に結びついています。
例えば、システム内のネットワーク
アダプターはそれぞれ一意のMACア
ドレスを持っています。サーバーの
ファームウェアとBIOSには、従来の
環境では常に同期するとは限らない
リビジョンレベルがあります。問題
は、ワークロードがこういった「ス
テート」の縛りの影響を受ける可能
性があることです。例えば、ワーク
ロードがネットワークアダプターの
MACアドレスに関連付けられたライ
センスを持つ場合があります。

この場合、ハードウェアに障害が発
生すると（ハードウェアには障害が
つきものです）、ワークロードの移
動と復旧は非常に困難な作業となり
ます。まず障害のあるハードウェア
に関連付けられたあらゆる状態情 
報を新しい場所で再構成してから、
やっとワークロードをサービスを提
供できる状態に戻せるわけですか
ら。しががって、ステートが多用
されればダウンタイムが増加する
のです。
HPE Synergyによって提供されるよ
うなステートレスアーキテクチャで
は、ステート情報はハードウェアの
影響を受けず、そのステートに依存
するワークロードとともに、新しい
ロケーションに簡単に移動すること
が可能です。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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アーキテクチャの概要
HPE Synergyプラットフォームは、多数のコンポーネントで構成さ
れています。コンポーネントを組み合わせることで多用なメリット
がもたらされます。

コンポーザブルフレーム
HPE Synergy 12000フレームは、HPEのコンポーザブルの構想に基
づくハードウェア基盤であり、コンピューティング、ストレージ
とファブリック、およびマネジメント機能がすべて1ヶ所に集約さ
れています。

HPE Synergy 12000フレームは、あらゆるワークロード運用のため
のすべての構成要素を含むように最適化されています。管理機能
も搭載し、広範囲のコンピュートモジュールおよびストレージオプ 
ションをサポートするように設計されています。フレームの背後に
はファブリックインターコネクトが搭載されており、ストレージや
その他の相互接続のニーズに柔軟に対応することができます。

フレームは長期耐用年数のために最適化されています。HPEは、今
後10年間に発生する可能性のある電力、冷却、帯域幅という視野
から継続的な要件を満たす設計を行っています。コンピューティン
グ、ストレージ、ファブリックリソースの世代が何度変わっても、
投資は保護することができるでしょう。さらに、銅線接続から光 
ファイバー接続にテクノロジーが移行するにつれ、このパラダイム
シフトを活用するために環境をアップグレードすることも考えられ
るでしょう。フレームは、10から25、40、そして100 GbE以上の帯
域幅までの拡張をサポートできるように配備されています。

HPE Synergy 12000フレームの詳細は、第3章を参照してください。

コンポーザブルマネジメント
HPE Synergyには、管理者が環境内で実行中のワークロードを管理
するために利用する2つのマネジメントコンポーネントがあります。

 ✓ HPE Synergyコンポーザー：HPE OneViewを搭載したHPE 
Synergyコンポーザーを利用すると、1つのインターフェイ
スからライフサイクル全体を通してインフラストラクチャを
展開、監視、更新、および管理することができます。
HPE Synergyの窓口として、コンポーザーは、テンプレート
プロセスを利用し、コンピューティング、ストレージ、およ
びファブリックリソースをプロビジョニングすることが可能

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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です。コンポーザーによって、適切な構成パラメータおよび
ファームウェアのバージョンのインフラストラクチャの展
開、一貫性を持った更新が可能となり、ITサービスの提供が
合理化されることになります。

 ✓ HPE Synergyイメージストリーマー：汎用オペレーティン
グシステムまたはハイパーバイザーの展開ではカスタマイ
ズや各イメージを各コンピュートモジュールにコピーする必
要があるため、時間がかかる場合があります。HPE Synergy 
Image StreamerはHPE Synergy Composerのテンプレートと
の緊密な統合を通して、これらのプロセスを高速化します。
イメージデータの構成要素はコンピュートモジュールのプロ
ファイル（HPE Synergy Composerから取得）、ご使用のゴ
ールデンイメージ（ブート可能なオペレーションシステムと
アプリケーション、およびI/Oドライバーバージョンを備え
たオペレーション環境）、および特性（オペレーティング
システムとアプリケーション設定）から成ります。テンプ 
レートを通してブート可能なイメージはシンプルで一貫した
プロセスを使用して、ステートレスコンピュートモジュール
全体に展開されます。

HPE Synergyのマネジメントモジュールと機能の詳細について
は、第4章および第5章を参照してください。

コンポーザブルコンピューティング
複数のワークロードを運用するには、制限のない幅広いCPUと
RAMのオプションに対応するコンピュートモジュールを使用する
必要があります。HPE Synergy環境ではコンピュートモジュール
が、パフォーマンス、スケーラビリティ、CPUおよびメモリ密度
の最適化、簡易化されたストレージ、および構成の柔軟性を提供
し、多種多様なワークロードをサポートします。

HPE Synergyコンピュートモジュールは、CPUとRAM以外にも、
必要に応じ、多様なローカルストレージのオプション、コンバー
ジドネットワーク、およびそのようなリソースを必要とするワー
クロードに特殊グラフィックス機能を提供することもできます。

HPE Synergyコンピュートモジュールの詳細は、第6章を参照して
ください。

コンポーザブルストレージ
HPE Synergyは、ファイル、ブロック、およびオブジェクトベース
のストレージシステムに対応し、多様な内部および外部ストレージ

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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モジュールとアレイをサポートします。たとえば、Synergy直続ス
トレージモジュールは、Microsoft Exchangeやデータベースアプリ
ケーションなどの従来のアプリケーションからHadoop Analyticsに
至るまで、あらゆるアプリケーションをサポートします。

管理者は、HPE StoreVirtual VSAを採用し、HPE Synergyストレー
ジモジュールでサポートされる仮想化クラスタを作成し、VMおよ
びVDIソリューションに必要な高密度でスケーラブルなストレージ
プラットフォームのパフォーマンスのために階層化を有効活用す
ることができます。

高性能で拡張性の高いストレージが必要な場合、HPE Synergyは実
証済みのHPE 3PARプラットフォームを活用し、完全に構成可能な
Tier 1フラッシュストレージを提供しています。大量のデータを扱う
ミッションクリティカルなアプリケーションを容易にサポートする
ことができる優れたパフォーマンスストレージのオプションです。

HPE Synergy環境のストレージの世界については、第7章でもう 
少し詳しく説明します。

コンポーザブルファブリック
ファブリックは、どのような環境においても重要なコンポーネ
ントであり、しばしば統合および管理が困難なリソースでし
た。HPE Synergyは、ラックスケールのマルチファブリック接続
により、独立したToRスイッチを不要にし、パフォーマンスを向
上し、コスト効率の高いスケーリングを提供し、ライフサイクル
管理を簡素化し、これらの課題を取り除きます。

HPE Synergyのファブリックは、既存のSAN/LANインフラストラ
クチャと容易に統合できる高性能な接続性を備えたワークロード
を提供します。ファブリックにより、インフラストラクチャを迅
速にプロビジョニングできるように設定可能な容量のプールを構
成することが可能です。一度きりの接続で編集可能なテンプレー
トを利用すると、ネットワークの変更なしにワークロードを移動
させ、更新を行うことができます。

ネイティブファイバーチャネル、ファイバーチャネルオーバーイー
サネット（FCoE）、およびフラットなSANストレージの接続性をサ
ポートする構成可能なコンポーザブルファブリックは、ワークロー
ドが必要とするあらゆるストレージをサポート可能です。

インターコネクトの主要なリソースであるファブリックの詳細
は、第8章を参照してください。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



HPE Synergy フレーム
本章の内容

▶▶ HPE Synergyフレームの一般的なアーキテクチャ設計
▶▶ フレームがいかに超高速で高可用性の設計および経験を提供するか
▶▶ HPE Synergyフレームの設計に盛り込まれた将来的保証

H 
PE Synergy 12000フレームは、HPE Synergyの基盤であり、
コンピューティング、ストレージおよびファブリック、

およびマネジメント機能をすべて単一のインフラストラクチャ 
に集約します。

Synergyベースの構成可能な利点を活用するには、単一のフレー
ムのみの使用した環境から始めても、ラックあるいはフレーム 
ラックから始めてもよいでしょう。また単一のコンポーザーを利
用し、複数のフレームの包括的管理が可能です。

性能を理解せずにスポーツカーの新車を買うのがありえないのと
同様、少々のスピードや実力の評価なしに、データセンターイン
フラストラクチャの新製品を購入すべきではありません。本章で
は、HPE Synergyフレームに関して説明し、どんなことが実現さ
れるのかを明らかにしていきます。

一般的なアーキテクチャ
物理的には、新しいHPE Synergy 12000フレームは、標準の19イ
ンチラックの10Uのラックスペースしか必要としないため、どの
ような既存のデータセンター環境にも簡単に導入することができ
ます。拡張性とスケーラビリティに優れた他のデータセンター構
成要素と同様、フレームモジュールのベイは、機能拡張能力を備
えています。フレームのフロントモジュールベイは、多様なタイ
プとサイズのコンピュートモジュールとストレージモジュールの

第3章

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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幅広いポートフォリオを統合する柔軟性と同時にマネジメントベ
イを提供します。しかし機器は今日のニーズにフィットしさえす
ればよい、という理由で購入するべきではありません。明日のこ
とも考慮に入れるべきでしょう。Synergy 12000フレームには、将
来のコンポーネントや新しいテクノロジーに対応するための将来
的な設計が組み込まれています。図3-1は、エンクロージャーの前
面と各コンポーネントがどのように収まるかの説明図です。

ワークロードのサポートについての説明に入る前に、各フレーム
を流れる電流と冷却機能を見てみましょう。まずインストールを
できるだけ容易にするため、フレームは標準の8.2kW給電を使用
しています。より効率的な電源を利用すれば、電気使用量の低
減につながり、毎月の電気コストの削減になります。各フレーム
は、80PLUS Titanium認証のある96％効率的な2,650ワット電源
を、最大6つまでサポートします。

今日の低消費電力ソリッドステートディスクやその他のコン 
ポーネントでさえ、適切に冷却されなければ熱くなります。そこ
で、Synergyフレームの各モデルは10個のファンが内蔵され、効
率的な冷却システムを提供します。現在または将来必要な冷却量
を推測しなくてもいいのです。

これらすべて－そしてそれ以上のもの－がフレームの後部に搭載さ
れます。図3-2はフレーム後部の説明です。

図 3-1：  HPE Synergyフレームの前面。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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本書では、フレームの個々のコンポーネントについてさらに詳しく 
説明していくことになります。

アプライアンスベイ：組み込み
管理
HPE Synergy 12000フレームには、HPE Synergyコンポーザーやイ
メージストリーマーなど、管理機能の搭載を想定して設計された 
2つのベイがあります。フレームには2つのアプライアンスベイ
があり、管理インフラストラクチャでの完全な冗長性が組み込ま
れ、マルチフレーム環境では将来のアプライアンス追加のための
余地が残されています。さらに信頼性を高めるために、複数のフ
レームをリンクしたグループ内の異なるフレームに冗長アプライ
アンスを配置することもできます。

フレームは、HPE OneView管理ソフトウェアによるHPE Synergy
コンポーザーを物理的に埋め込み、あらゆる構成のコンピュー 
ティング、ストレージ、ファブリックリソースを構築できるよ
うに設計されています。HPE Synergyフレームを、より大きなグ 
ループまたはフレームのドメインにリンクし、専用の管理ネット
ワークを形成し、インフラストラクチャの規模の拡大に伴いビジ
ネスが利用できるリソースを増大し、ITの効率を向上し、CapEx
とOpExの規模の経済性を実現することも可能です。

アプライアンスベイは、背部のフレームリンクモジュールに直接
リンクされ、コンピューティング、ストレージ、ファブリックリ
ソースに関する詳細を提供します。

図 3-2： HPE Synergyフレームの背面。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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現在Synergyアプライアンスベイで利用できる2つの管理アプライ
アンス： 

 ✓ HPE Synergyコンポーザー
 ✓ HPE Synergyイメージストリーマー

デバイス用モジュールベイ
HPE Synergyモジュールベイは、様々なコンピュートモジュール
とストレージモジュールを受容します。柔軟性の高い設計によ
り、フレームは、ハーフハイト、フルハイト、フルハイトダブル
ワイドのコンピュートモジュール、ハーフハイトダブルワイドの
ストレージモジュールをサポートしています。

フロントパネル
フレームのフロントパネルは、Synergyコンソールあるいはコン
ポーザーへのKVM接続ポイントに直接接続します。複数のリンク
があるフレームでは、管理リング内のあらゆるフレームに対して
HPE OneViewへの単一のマネジメント接続ポイントが提供されて
います。

インターコネクトベイ
フレームの背面には数多くのベイがあり、HPE Synergyフレーム
が、フレーム、ネットワーク、電源等の周辺コンポーネントと接
続することができます。また10台の内蔵ファンによって効率的に
冷却が行われます。

フレーム接続側に焦点を当てましょう。まず強調すべきは、フレー 
ムがたった一つしかないわけではないということです。複数のフ
レームラックを配備したSynergy環境は、コンポーザーで管理さ
れた単一管理リングで運用することが可能です。フレームは、フ
レームリンクモジュールと普通のケーブルを介して相互接続する
ことができます。

フレームはまた、ファブリックのインターコネクトモジュールの
多様な組み合わせに対して最大3つの完全冗長ファブリックベイを
サポートします。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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管理リングおよびフレームリン
クモジュール
フレームリンクモジュールは、管理アプライアンスから各フレーム
のリソースへのリンクを提供します。各フレームには完全冗長性の
ためのスロットが2つ提供されます。フレームリンクモジュール 
（図3-3を参照）は、管理アプライアンスにフレームのリソースお
よびヘルス情報を提供するための重要なポイントです。管理者によ
るコンポーザー管理アプライアンスへのアクセス用の管理ポートと
マルチフレームのリンクと設定のためのリンクポートが、各フレー
ムのリンクモジュールにあります。さらに、リンクしたシステムの
ためのこの新しいフレームリンクのトポロジーあるいはリングオプ
ションは、システムにデバッグおよび診断機能を提供します。

管理リングは高可用性の隔離された10 GbEインフラストラクチャ
ネットワーク上で動作し、現在および将来のために十二分の管理
帯域幅を提供します。管理リンクにはあらゆるSynergyリソース情
報とリングに接続した各フレームの遠隔測定結果を提供します。

マルチフレームインフラストラクチャでは、フレームそれぞれに
コンポーザーあるいはイメージストリーマーを購入する必要はあ
りません。規模の経済の原理です。コンポーザーおよび/またはイ
メージストリーマーは1組しか配備する必要はありません。これだ

図 3-3：HPE Synergyフレームリンクモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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けで完全な冗長性を備えた複数のフレームラックをサポートする
ことができます。

図3-4はSynergyフレームの複数のフルラックを説明するもので
す。すべて高可用性のリング構成で配備された2つの管理アプラ
イアンスのセットで運用されています。

ミッドプレーンとスピードと 
実力
フレームのダイレクトコネクトミッドプレーンは、けた外れの 
16 Tb/sの帯域幅を提供し、将来を見据え、今後10年の帯域幅要件
を上回るフォトニックネットワーク対応設計となっています。言
い換えれば、近い将来にフレームを交換する必要はなく、複数世
代のモジュールをサポートするので、インフラへの投資が十分に
保護されるということです。

この高帯域幅のミッドプレーンは、フレーム内の相互接続性のパ
フォーマンスに関しての妥協の余地をはさみません。

図 3-4：  Synergyのマルチフレーム環境。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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光通信（フォトニクス）対応
ITの世界のあらゆる技術と同様、業界全体が揺るぐような画期的
なテクノロジーシフトによって、既存の機器を新しい設計の機器
に替える必要性が生じることが多くあります。現在、ネットワー
ク機器を除き、データセンターのほとんどのハードウェアは銅線
ベースの相互接続が基本です。しかし今後数年間で、接続方法は
銅線から光ファイバへと移行していくでしょう。

このトレンドは全く新しいサーバー設計を誕生させ、多くの企
業では変更に対応するために製品ポートフォリオ全体を再構成
する必要が出てくることになります。HPEは、銅線の使用が減
少するにつれてフォトニクスネットワークへの移行を容易に実
行することができるようにSynergyを設計しています。したがっ
て、Synergyフレームとモジュールを交換する必要はありません。

信頼性、可用性、柔軟性の確保
フレームの信頼性、可用性、柔軟性については既に説明しました
が、この特性の実力はどれだけ誇張してもし過ぎることはないで
しょう。HPE Synergyフレームのこの特性は、拡張可能容量が非
常に高いミッドプレーンによって実現されます。

HPE Synergy 12000フレームは、プラットフォームの全体的な信
頼性、可用性、柔軟性を向上させる多くの機能を備えています。

 ✓ 3つの冗長ファブリック：構成可能なHPE Synergyコンポー
ザブルファブリックモジュールベイは各フレームに対し最大
3つの冗長ファブリックをサポートし、QSFPの統一ポートは
イーサネットあるいはファイバチャネルのいずれかに設定で
きます。

 ✓ 冗長管理モジュール。
 ✓ リングベースの管理アーキテクチャ。

表3-1 HPE Synergy 12000フレームの特性と機能の概要です。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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表 3-1   HPE Synergy 12000フレームの概要
モデル 12000フレーム
ラックユニット フレーム毎10U

コンピュートベイ ハーフハイト12、フルハイト6、フルハイト
ダブルワイド3

モジュールの種類 ハーフハイト、フルハイト、ダブルワイドフ
ルハイトコンピュートモジュール、ダブル 
ワイドハーフハイトストレージモジュール

対応ファブリック 3+3冗長ファブリックモジュールイーサネット/ 
FCoE、ファイバチャネル、SAS

管理機能 HPE OneViewによるHPE Synergyコンポーザー
総帯域幅 16.128 Tb

冷却機能 10個のファン（付属）
電源 6x2650W、96％効率、-48V dc、277V ac、 

380V dc

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



HPE Synergy コンポーザー
本章の内容

▶▶ 環境内のリソースの配置と構成の簡素化
▶▶ テンプレートを利用した更新の迅速化
▶▶ ユニファイドAPIを使用したアプリケーションとワークロードの自動化

コ 
ンポーザブルインフラストラクチャは、従来の環境とア
イデアエコノミーのクラウドのような環境の両方に対処

するための柔軟なリソース管理を可能にします。HPE Synergyコ
ンポーザーはコンポーザブルインフラストラクチャを実現する管
理アプライアンスです（図4-1を参照）。

HPE SynergyコンポーザーはHPE OneViewによって動作するハード
ウェア管理アプライアンスです。コンポーザーは、高い柔軟性の
コンピューティング、ストレージ、ファブリックリソースを組み 
立て、再構成するために単一のインターフェイスを提供し、ベア 
メタル、仮想化、コンテナ化に関わらず、ビジネスクリティカル 
なアプリケーションや多種多様なワークロードをサポートします。

第4章

図 4-1：HPE Synergyコンポーザー管理アプライアンス。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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「Infrastructure as Code（IaC）」により、物理的および仮想的なイ
ンフラストラクチャ要素をソフトウェアコードのようにプログラム
および取り扱うことが可能です。一貫性のあるガバナンス、コンプ
ライアンス、および統合機能を備えたアプリケーションとサービス
のオンデマンド伝送とサポートを提供します。このアプローチは、
ハイブリッドインフラストラクチャへの変革を加速するものです。

HPE Synergyコンポーザーは、単一のインターフェイスあるいは
ユニファイドAPIを使用して、インフラストラクチャを展開、監
視、および更新するライフサイクル管理を提供します。従来の環
境、仮想化環境、およびクラウド環境のインフラストラクチャを
IT部門は迅速に数分で展開することができ（一気に一段階操作で
できることもあります）。サービスを中断することなく、リソー
スの更新、拡張、変更、再展開が可能です。

自動検出を使用した展開
Synergy環境の起動と実行は、コンポーザーを利用すると非常に簡
単です。まずデータセンターのフレームをラックに入れ、接続しま
す。次にフレームが電力およびネットワークに接続され、リング内
の他のすべてのフレームに接続されていることを確認します。

Synergyコンポーザーは、電源をオンにすると、即座に自動検出
処理とエラーチェックを実行し、すべてのリソースを自動的に同
化します。リンクされたすべてのフレームとリソースは数分で検
出されます。

ノートパソコンまたはKVMスイッチをフレームの前面のディス
プレイポートに接続すると、インストールとスタートアップウィ 
ザードを開くことができます。このウィザードを利用すると、必ず
しも管理環境を完全に制御することを必要とせずに、適切なシステ
ムアクセスで作業を完了することが可能です。インストール画面に
は、コンポーネントの搭載不良や配線エラーなど、修正する必要の
あるハードウェアの問題が表示されます。問題は、レベルに応じて
赤色または黄色の警告として強調表示されます。問題がすべて解決
され、すべての通知が緑色になると、ハードウェアの設定が完全で
正確であることが確認できます（図4-2を参照）。

コンポーザーアプライアンスには、管理リングのどのフレームか
らでもアクセスすることができます。スタートアップウィザード
を利用し、コンポーネントと接続がすべて正しくインストールさ
れ、要件に準拠しているかどうかを確認することができます。こ
のプロセス中に、デバイスの正常な動作の妨害になるものは特定
され、修正されます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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コンポーザーは、効率化されモダナイズされた警告管理アーキテクチ 
ャを提供することで、システムの健全性の監視作業を簡素化します。
リソースは自動的に検出され、在庫処理され、監視対象として設定さ
れます。トラップの自動登録と正常性データ収集のスケジューリン
グ、レポート作成およびカスタマイズ可能なダッシュボードも提供
されます。Synergyコンピュートモジュールは、追加の設定あるいは
検出手順を必要とせずに直ちに監視対象となります。

テンプレートによるプロビジョニング
削減、再利用、リサイクル！これは環境保護だけで重要な概念な
のではありません。構成可能な環境では、テンプレートを利用し
て同様の概念を適用することができます。HPE Synergyコンポー
ザーは、HPE OneViewのテンプレートを使用して、コンピュー 
ティング、ストレージ、およびファブリックリソースをプロビ 
ジョニングします。

テンプレートは、関連ストレージとファブリックでコンピュート
モジュールの要件を定義するための単一の制御ポイントです。ま
た関連するサーバーのプロファイルを監視、フラグ付けおよび修
復することもできます。テンプレートは、「Infrastructure as Code」
機能実装の鍵です。

組織が品質を維持しつつITコストの削減を目指すようになるにつ
れて、テンプレートの重要性は増していきます。1つのテンプレー
トを利用して数分で複数のサーバーを迅速にプロビジョニングあ
るいは更新することができ、迅速にサービスを実装することが可 
能です。図4-3で示される通り、IT組織は、独自のベストプラクティ
スを、「Infrastructure as Code」一貫性および再現性のテンプレー
トに取り込むこともできます。テンプレートは、変化するビジネ 
スニーズに対応するために必要な敏捷性をITに与えます。

図 4-2： 初期設定ガイダンス画面。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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テンプレートは、コンポーザブルコンピューティング、ストレー
ジ、ファブリックリソースの柔軟なブロックを、ステート（BIOS
設定、ファームウェア、ドライバ等）と共にプロビジョニングしま
す。IT部門は、アプリケーションニーズに応じたインフラストラク
チャを迅速に作成することができるようになります。数週間や数ヶ
月間もプロジェクトを遅延させる時間のかかる組織や業務サイロに
渡るプロビジョニングプロセスが消滅することになります。

環境の拡張
より多くのワークロードをサポートするためにフレームを追加し、
ストレージを追加することで、Synergy環境を容易に拡張すること
ができます。管理ポイントの拡張について憂慮する必要もありませ
ん。1組のHPE Synergy Composerアプライアンスを採用すれば、1
つの管理ドメインの高可用性環境で最大21フレームを管理すること
ができるのです。図4-4では1組のコンポーザーアプライアンスでこ
のラックセットが管理されていることを説明するものです。

必要な単一のライセンスがコンポーザーの最初のインスタンスに
既に埋め込まれているため、SynergyあるいはiLO Advanced上の
HPE OneViewにはライセンス料はかかりません。したがって、環
境の拡張の際にライセンスについて心配する必要はありません。
ライセンスについて頭を悩ますことなく環境の規模を簡単に増大
することができます。

HPE OneViewグローバルダッシュボードを使用すると、複数の環
境（およびSynergyアプライアンス）でさらにスケーラビリティ
が向上します。HPE OneViewグローバルダッシュボードは、複
数のアプライアンスにまたがるHPEサーバー、プロファイル、エ

図 4-3：  一貫したサービスを提供するためのベストプラクティスを取
り込んだテンプレート。 

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ンクロージャ、3PAR、およびStoreVirtual VSAストレージシステ
ムの健全性を統一的に把握し、管理しやすくします。複数のHPE 
OneViewアプライアンスとSynergyコンポーザーの重要なアクティ
ビティを単一のフィードに集約することで、監視対象のハードウェ 
アで発生する問題をより即座に特定し、迅速な解決を可能にし 
ます。

ライフサイクル運用の加速
今日のITにおける最大の課題の1つは、予測可能なインフラストラ
クチャのパフォーマンスと可用性の維持でしょう。稼働時間とス
ピードはライフサイクル運用の重要な目標です。

Synergyソフトウェアリリースセットは、適切な操作を保証す
るために開発、テスト、およびリリースされたソフトウェアと 
ファームウェアのコンビです。Synergyソフトウェアリリース 
セットは、一貫したシステムアップデートを提供するために、
必要に応じて定期リリースされます。各リリースセットには、カ
スタムSynergyサポートパックバンドル、Synergyコンポーザー
（HPE OneView管理）、Synergyイメージストリーマーの更新版
が含まれています。

テンプレートを使用すると、自動的に変更が実装され、手動処理 
およびエラーを減少します。ストレージのサービスへの追加、 
ネットワーク接続の変更、ファームウェアの更新などの諸々の変 
更処理は、テンプレートを利用して簡単かつ正確に実装される 
ようになります。

図 4-4：拡張性を備えたHPE Synergyの高可用性管理。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergyでは、運用に影響を与えずにファームウェアの更新
作業が可能です。摩擦を起こさないライフサイクル運用により、
運用を中断するダウンタイムの発生なしでモジュールが自動的に
更新されます。HPEコンポーザーは、ファームウェアとシステム
ソフトウェアが1つのソリューションスタックとして同時にテスト
される単一のファームウェア/ドライバセットを提供することによ
り、摩擦のない更新作業を支援します。アプリケーションは、更
新プロセス有効化方法、オンデマンドで起動する方法、またはア
プリケーションの保全時期に合わせる方法の選択肢があります。

今日、運用効率はますます重要になってきています。HPE Synergy
はライフサイクル運用を簡素化し、IT部門のインフラストラクチャ
変更を確実なものにし、サービスの中断、運用コスト、計画され
たダウンタイムを大幅に削減することを可能にします。

またHPE Synergyコンポーザーのテンプレートは、監視機能とフ
ラグ機能に修復機能を提供します。それに伴いテンプレートから
作成されたプロファイルは構成の準拠に関して監視されることに
なります。一貫性が損なわれたことが検出されると（「ベースラ
イン構成からのドリフト」とも呼ばれる事象）、プロファイルが
テンプレートに準拠していないことを示す警告が生成されます。
またテンプレートレベルで新しい更新が行われると、そのテンプ
レートから派生したすべてのプロファイルには「一貫性がない」
とフラグが付きます。一度検出され、フラグが立てられると、 
ユーザーは個々のモジュールあるいは複数のシステムを準拠さ
せるための修復プロセスを完全にコントロールすることができ 
ます。

テンプレートおよびステートレス
サーバーテンプレートは、既存の
インフラストラクチャを長期的に
迅速かつ確実に更新および維持
するパワフルな方法です。HPE 
Synergyコンポーザーはテンプレ
ートを使用し、1対多の更新を簡
素化し、コンピュートモジュー
ルのプロファイルを管理します。
この機能はプロセスに継承効果を
追加します。つまりテンプレート
内で一度更新が行われるだけで、
そのテンプレートから作成された

サーバープロファイルに伝播され
るのです。ファームウェア、BIOS
設定、ローカルRAID設定、起動順
序、ネットワーク構成、共有スト
レージ構成などの要素がテンプ
レートを使用して更新され、時
間とエネルギーの節約となりま
す。テンプレート型更新プロセ
スは、管理者の手を煩わすこと
なくSynergyのステートレス操作
を提供することになります。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ユニファイド API
ビジネスフレンドリーなITインフラストラクチャでは、迅速かつ
容易にインフラストラクチャプロセスを自動化する必要がありま
す。管理者と開発者は、「infrastructure as code」の概念に基づ
き、インフラストラクチャをビジネスニーズに合わせてプログラ
ムすることができます。

HPE Synergyコンポーザーのユーザーインターフェイスから呼び
出される可能性のあるすべての管理機能はユニファイド APIによ
り、プログラムからアクセスすることが可能です。ユニファイド 
APIは非常に高いレベルの抽象度で動作し、繰り返し処理を実行で
きるため、作業時間の縮小、エラーの減少をもたらします。例え
ば、HPE Synergyテンプレートを使用し、APIの1行コードを利用
するだけで「サーバーのプロビジョニング」が可能です（図4-5を
参照）。またAPIを利用し、IT環境内の他のルーチンの操作および
保守処理を制御することも可能です。

HPE Synergyのユニファイド APIは、構成可能なリソースの検
出、検索、インベントリ、設定、プロビジョニング、更新、およ
び診断に利用することができます。単一のAPIにより、複数の低
レベルのプログラミングインターフェイスは不要となり、管理者
やソフトウェア開発者の生産性は向上します。

図 4-5：  ユニファイド APIを使用すると、1行のコードでインフラスト
ラクチャ処理を実行することができます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergyの完全なプログラム対応インターフェイスは、Microsoft 
System CenterやVMware vCenter等の既存の管理環境に頻繁に使
用される管理ツールに統合されています。またChef、Puppet、 
Python、Powershell、Java、Ruby、OpenStackなどの一般的な 
オープンソースの自動化および設定管理ツールにも統合されてい
ます。ユニファイド APIが多種多様な環境に統合することができ
るこの機能は、従来のアプリケーションとアイデアエコノミーの
アプリケーションの両方でコンポーザブルインフラストラクチャ
がITを支援することができることを意味します。

ユニファイド APIは、最新のRESTプロトコルを使用して内部ITリ
ソースを作成、集約、ホストし、自動化ツールがオンデマンドお
よび実用的にプロビジョニングすることができるようにします。
開発者が基礎となる物理的要素を詳細に理解する必要はないので
す。自動化ツールをHPE OneViewに接続することで、ベアメタルの
インフラストラクチャを仮想およびパブリックのクラウドリソー 
スと同じように管理することができます。

高可用性アーキテクチャ
Synergyマネジメントアーキテクチャ全体が、高可用性（HA）操
作のためにハードウェア冗長性を搭載して設計されています。

Synergyコンポーザーアプライアンスは、図4-4に示されるよう
に、ハードウェアの冗長性のためにペア配置することもできま
す。コンポーザーアプライアンスのペアも障害迂回機能を持ち、
アクティブなスタンバイモードで動作し、単一のアプライアンス
の損失は環境管理能力に影響を与えることがありません。

Synergyフレームリンクモジュールは、フレームをリンクして管
理ネットワークを形成し、管理処理のための適切なデバイス情
報をコンポーザーに提示します。フレームリンクモジュールはフ 
レームをより大きなグループあるいはドメインにリンクし、専用
の高可用性マルチフレーム管理ネットワークを形成することも可
能です。専用の10Gb管理ネットワークにより、自動検出と変更検
出が可能となります。

Synergyのリングベースの管理アーキテクチャによって、コン 
ポーザーアプライアンスは常に使用可能になります。ある方向
にリンクの侵入が発生した場合、トラフィックはリング内の他の 
方向に流れ、コンポーザーアプライアンスとの通信は維持され 
ます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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本章の内容
▶▶ ワークロードプロビジョニングプロセスの合理化と自動化
▶▶ 完全な管理エクスペリエンス
▶▶ 従来のワークロードの展開方法では不十分な理由

ア 
イデアエコノミーは、流動的で、柔軟性を持ち、ハイパ
ーコネクション型のインフラストラクチャを必要としま

す。コンポーザブルインフラストラクチャには、新しいオペレー
ティングシステムを迅速に導入し、BIOSとファームウェアのリビ
ジョンを同期させ、新しいコンピュートモジュールをクラウドの
ようなスピードでプロビジョニングする方法はあるのでしょうか？ 

まるで魔法じゃあないですか！

本物の魔術師でなくとも、HPE Synergyイメージストリーマー 
（図5-1を参照）で同じことが実現できます。

第5章

図 5-1：  HPE Synergyイメージストリーマー管理アプライアンス。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergyイメージストリーマーは、仮想マシンのような物理
的なサーバーを管理するための強力な機能をプロファイルとテン
プレートに追加します。イメージストリーマーを利用し、コンピ
ュートモジュールへの高速で論理的なサーバーの導入や更新を実
行することが可能です。

仮想マシン等のサーバー管理
イメージストリーマーは、HPE Synergyコンポーザーと連携し、
定義済みのゴールデンイメージから作成された起動イメージを使
用してコンピュートモジュールをプロビジョニングします。ゴー
ルデンイメージの使用で、比類ないスピードと俊敏性でインフラ
ストラクチャの導入と更新を実現します。

イメージストリーマーは、ゴールデンイメージからコンピュー
トモジュール用の起動イメージを作成します。起動イメージは、
ソフトウェア構造として拡張されたサーバープロファイルに取
り込まれます（図5-2を参照）。このソフトウェア構造あるいは
「infrastructure as code」は、数秒で構築および/または更新す
ることができます。

イメージストリーマーアプライアンスは、すべてのソフトウェ 
アイメージの物理アプライアンスリポジトリを管理します。ゴー
ルデンイメージを迅速に複製し、コンピュートモジュール用のユ 
ニークな起動イメージを作成することができます。新しい「ベア

図 5-2：  強化されたサーバープロフィールはハードウェアおよびソフ
トウェアのステート情報を取得します。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



31� �第5章：HPE Synergy イメージストリーマー�

メタル」コンピュートモジュールを実行中のOSに直接起動した
り、変更したソフトウェアで既存のコンピュートモジュールを更
新したりすることができます。

イメージストリーマーは、安全に保存された起動イメージの重複し
たリポジトリを提供し、高可用性も保証します。開発段階では単一
のイメージストリーマーアプライアンスを利用した単一フレーム構
成を使用することも可能ですが、本番用の高可用性オペレーショ
ンには少なくとも1対のイメージストリーマーを装備したマルチフ 
レーム構成が必要です。

イメージストリーマーは、冗長アプライアンスを使用して高可用
性オペレーション（アクティブスタンバイ管理）を提供し、起動
可能イメージを安全に保管します。

イメージストリーマーはファブリックに結びついています。大
規模な環境では、増大するニーズを満たすために複数対のイメー 
ジストリーマーアプライアンスが必要とされることもあるで 
しょう。

合理化された展開
イメージストリーマーの一元化・合理化されたプロセスと、 
新しいサーバを構築するための従来の処理手順を比較してみま 
しょう。

従来の手順には、いくつかの個別のステップがあり、追加のノー
ドについてもこれをすべて繰り返すことになります。

 ✓ 物理サーバをプロビジョニングする。
 ✓ オペレーティングシステムを展開する。
 ✓ 多種多様なOSコンポーネントを構成する。
 ✓ 入出力ドライバをインストールする。
 ✓ ハイパーバイザをインストールする。
 ✓ アプリケーションスタックを展開する。
 ✓ アプリケーション構成を実行する。

HPEイメージストリーマーを利用すると、OSとアプリケーション
スタックを含め、複数のコンピュートノードの起動可能なイメー

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ジを作成し、シングルインスタンスに展開することができます。
すぐに実行できるイメージストリーマー環境では、簡単なプロセ
スとなります。

1. イメージを特定する。
2. 展開プランとパーソナライズするパラメータを特定する。
3. ボタンを押す。

従来のプロセスと比べ、イメージストリーマーを利用するとはる
かに迅速に処理が完了します。より重要な点は、従来のマニュア
ル展開よりも作業中のエラーが発生しにくいことでしょう。

なぜかって？可変的な事項や繰り返しの数が減るということは、人
的ミスが起こる可能性が減少するということを意味するからです。

イメージストリーマーは、セキュリティ管理についてはさらに
朗報をもたらします。従来の配備と異なり、イメージストリー
マーの動作は、厄介でセキュリティフレンドリーでないPXE起動
に依存していません。イメージストリーマーは、自動的に起動ボ 
リュームを作成し、iSCSIデバイスとしてコンピュートモジュール
に搭載します。

イメージストリーマーの成果
イメージストリーマーは、展開を完全に自動化し、インフラストラ
クチャの更新を迅速に処理にし、インフラストラクチャ基準へのコ
ンプライアンスを一元管理化することによって、アイデアエコノミ
ーを追求する企業を支援します。導入および更新プロセスを合理化
することで、卓越した柔軟性と俊敏性のある運用を実現します。

ステートレス操作の運用
イメージストリーマーは、コンポーザーと共にゴールデンイメー
ジとパーソナリティをプロフィールに統合し、利用可能なハード
ウェアに素早く実装することにより、真にステートレスな操作を
可能にします。操作は後のハードウェアへの実装のためにソフト
ウェアで実行されます。

完全なステートレス操作によって、（IPアドレスがハードウェア 
に割り当てられているのと同様の仕方で）IPアドレスがソフト 
ウェア、例えばOSに割り当てられます。ステートレス操作は、 
ハードウェアから独立した環境プランを可能にし、しかも利用可
能な時にハードウェアへの迅速な実装を可能にします。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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完全なステートレスな操作は、システム設計を簡素化し、コストの
節減につながります。例えば、日中に1つのVDIワークロードを実行
し、夜間に同じコンピュートモジュールでコンピュータワークロー
ドを実行し、ハードウェアとソフトウェアの構成を定義するサー 
バープロフィールのテンプレートを活用することができます（図
5-3を参照）。このインフラストラクチャのプロビジョニングへの
新しいアプローチがもたらす運用効率を想像してみてください！

HPE Synergyイメージストリーマーを利用すれば、イメージを作
成してすぐにクローンを作成し、ホスト名とIPアドレスでパーソ
ナライズした後、SAN環境からのイメージのように起動すること
もできます。SAN環境からの起動と違い、追加の設定や構成は必
要ありません。イメージストリーマーは、SAN環境での起動より
も迅速かつ効率的にセットアップすることが可能であり、従来の
オンサーバ起動ディスクよりも迅速かつ低コストで新しいイメー
ジを展開することができます。

運用の自動化
イメージストリーマーを使用すると、ソフトウェア定義のインテ
リジェンスおよびステートレスインフラストラクチャ運用を利用
して、コンピュートモジュールの導入や更新を自動化できます。
ユニファイド APIと組み合わせれば、プログラムですべてのプロ
セスを制御することもできます。

これはコンピュートモジュールでのイメージ管理方法の新しいパラ
ダイムです。管理者の複数のノードのイメージへの管理能力が向上
し、運用効率が向上し、飛躍的に俊敏性が向上します。まさにウィ
ンウィン状態です。

図 5-3：  イメージストリーマーを使用したステートレス仮想化展開ア
ーキテクチャ。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPEイメージストリーマーは、初期展開とイメージ更新の両方で
同様のプロセスを使用し、操作を自動化します。操作環境とパー
ソナリティを備えたゴールデンイメージから、極度のスピードで
展開が実行されます。イメージストリーマーを使用すると、ベア
メタルのコンピュートモジュールを実行中のOS（あるいはゴー
ルデンイメージに取り込まれている場合は、実行中のアプリケー 
ション）に直接起動することができます！

オペレーティングイメージには、起動可能なOSとアプリケーショ
ンスタックを備えた完全なオペレーティング環境と、必要な入出
力ドライバが含まれる場合もあります。パーソナライズした情報
には、ホスト名、IP設定、MACアドレス等が含まれます。

現在実行中のイメージをキャプチャし、新しいゴールデンイメージ
を作成するために修正し、新しい起動イメージを作成してからすぐ
に再展開を実行することにより、更新が実行されます。次に各コン
ピュートモジュールが再起動され、新しい起動イメージで実行され 
ます。完成です！HPEイメージストリーマーは、コンピュート起動/
実行プロビジョニングおよびオペレーティングシステム展開を実行
するための簡潔なユーザーエクスペリエンスを提供し、継続的な保 
全作業によるダウンタイムを最小限に抑えることができます。

ユニファイド APIアクセスを利用することにより、プログラムによる
HPEイメージストリーマーの機能が制御可能となります。言い換え
ると、イメージストリーマーの機能のスクリプトが書けるのです。
プロビジョニングはGUIから制御することもできますが、既存のス
クリプトプロセスにシームレスに統合し、真の意味でマニュアル介
入なしのデータセンター管理を実現することもできます。パートナ
ー、開発者、およびユーザーは、大規模なインフラストラクチャブ
ロックにおよぶスケーリングのためにHPEイメージストリーマーの使
用を統合、自動化、およびカスタマイズすることができるのです。

DevOpsの採用
DevOpsを採用した組織にとって、
ユニファイド APIは、必要に応じ
て新しいインフラストラクチャ要
素を自動的に展開することが可能
なアプリケーションの構築の支援
となります。例えば、ウェブサー 
バー層の負担が大きくなってき
て い る こ と を 感 知 す る ア プ リ 
ケーションがある場合、そのア

プリケーションは単にイメージ
ストリーマーへのAPI呼び出しを
行うだけで、増加分の要求を処
理するための追加のウェブサー 
バーが自動的に展開され、負荷が
減少するとその新しいウェブサー
バーインスタンスは削除され、そ
れらのリソースはリソースプール
に戻されます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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コンプライアンスの一元化
今日、データセンターの管理者は、規制違反、セキュリティ違
反、構成の逸脱などについて考慮する必要があります。

典型的な懸案事項：

 ✓ このセキュリティ修正プログラムでどれくらい脆弱性が継続
するのか?リスクにさらされるシステムおよびサービスはど
れくらいの規模になるか?

 ✓ 主にクラウド環境で、どのようにしてこのワークロード（OS
とアプリケーション）を起動し、SLAを維持することができ
るのか？

 ✓ 更新作業が遅い。次の保全機会まで待たなければならない。
 ✓ 人手が足りない。繰り返し作業はどうにかして自動化しなけ
ればならない。

Synergy、コンポーザー、イメージストリーマーを採用すると、
イメージを一元的に展開し、構成の一貫性を維持することがで
きます。さらにイメージが変更されるたびに、イメージストリー 
マーは新しいイメージをキャプチャして大規模な更新を実行する
中心位置を提供します。新しいイメージを展開して再起動するだ
けです！

HPE Synergyイメージストリーマーは、コンポーザブルインフラ
ストラクチャのシームレスな構成、プロビジョニング、および更
新を自動化します。オンデマンドリソースの迅速な配信の価値を
引き出すのです。

コンポーザーによる運用
従来のオペレーティングシステムあるいはハイパーバイザの展開
は、カスタマイズ作業および/または各サーバーへの各種イメー
ジの複製のため、時間がかかる場合があります。HPE Synergyイ
メージストリーマーはHPE Synergyコンポーザーのテンプレート
との綿密な統合によって、この展開プロセスを高速化します。
イメージストリーマーとコンポーザーの管理アプライアンスは、 
展開プロセスを統合し、複雑さを軽減し、インフラストラクチャ
の一貫性を提供します。

この統合の真のメリットの1つは、アプリケーションスタック全体
が迅速に展開できることです。「展開されたソフトウェアイメー

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ジ」は、ゴールデンイメージに取り込まれたものすべてです。ア
プリケーションスタックをゴールデンイメージに取り込むと、こ
れも迅速に展開し、更新することができます。

実際の例では、これはどのように機能するのでしょうか? Synergy
インフラストラクチャに展開しなければならないウェブアプリ 
ケーションがあるとします。コンポーザーは、ユーザーが利用で
きるようにSynergyインフラストラクチャのリソースを自動的に
検出して同化し、コンピュートモジュール上でハードウェア構成
を実行します。イメージストリーマーはコンポーザーと連携し、
ゴールデンイメージを使用してコンピュートノードの起動イメー
ジを識別し、作成します。イメージストリーマーは、（ウェブア
プリケーションがゴールデンイメージに含まれる場合はウェブア
プリケーションを含む）ゴールデンイメージを、展開プランを 
使ってコンピュートモジュールに展開します。事前に特定のリ 
ソースをプロビジョニングする必要はありません。Synergyは必
要なリソースのみを使い、使用しないリソースは他のアプリケー 
ションで利用できるようにリソースプールに戻します。

図5-4は、Synergyがイメージストリーマーのリソースを表示して
いるところです。

コンポーザブルインフラストラクチャのプロセスは、多種多様な
アプリケーションに使用することができます。ベアメタル、仮想
化、またはコンテナ化されたワークロードにも使用可能です。イ
ンフラストラクチャは、実行に必要なリソースを識別して使用し
ます。アプリケーションが不要になると、リソースはシームレス
にプールに戻されます。従来型インフラストラクチャでそれを試
してみてください！

図 5-4：  HPE Synergyのイメージストリーマーのリソースの表示。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ザブルコンピュート

本章の内容
▶▶ HPE Synergyコンピュートモジュールの幅広いポートフォリオ
▶▶ インテル®Xeon®プロセッサースケーラブルファミリー
▶▶ インテルE5 v4およびE7 v4シリーズプロセッサーのメリット
▶▶ HPE Synergyコンピュートモジュールで利用可能なアダプター

真 
にアジャイルで効率的なITインフラストラクチャを実現
するには、従来の柔軟性に欠ける物理システムを柔軟な

物理または仮想リソースプールに変革する必要があります。HPE 
Synergyコンポーザブルコンピュートは、広範なアプリケーショ
ンに対応するインフラストラクチャを迅速にプロビジョニング
するために、ほぼ瞬時に構成できる柔軟なコンピュートキャパシ 
ティのプールを作成します。

HPE Synergyコンピュートモジュールは、パフォーマンス、スケー 
ラビリティ、密度の最適化、ストレージの簡素性、および構成の
柔軟性を大幅に向上させる2ソケットおよび4ソケットのサイズで
提供されます。本章では、HPE Synergyコンピュートモジュール
のラインナップについて紹介します。

システムポートフォリオ
HPE Synergyコンピュートモジュールは、汎用的からミッション
クリティカルなものまで多種多様なタイプのワークロードのニー 
ズに対応するため、多様なオプションが用意されています。表6-1
と6-2は、HPEから提供されているSynergyコンピュートモジュー
ルの概要です。

第6章
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表 6-1 HPE Synergy Gen10コンピュートモジュー 
ルポートフォリオ概要

モデル サイズ ソケット 最大RAM（64GB /  
128GB DIMM）

ローカルスト
レージ

メザニンコネ
クター

HPE Synergy 
480 Gen10 コン
ピュートモ 
ジュール

ハーフハ
イト

1または2 1.5/3.0TB 2 SFF SAS/
SATA、2 SFF 
NVMeまたは 
4 uFFドライブ

3

HPE Synergy 
660 Gen10コン
ピュートモ 
ジュール

フルハ
イト

2または4 3TB/6TB 4 SFF SAS/
SATA または 
4 SFF NVMeま
たは8 uFFドラ
イブ

6

表 6-2 HPE Synergy Gen9コンピュートモジュー 
ルポートフォリオ概要

モデル サイズ ソケット 最大RAM（64GB /  
128GB DIMM）

ローカルスト
レージ

メザニンコネ
クター

HPE Synergy 
480 Gen9 コン
ピュートモ 
ジュール

ハーフハ
イト

1または2 1.5/3.0TB 2 SFF SAS/
SATA、2 SFF 
NVMeまたは 
4 uFFドライブ

3

HPE Synergy 
620 Gen9コン
ピュートモ 
ジュール

フルハ
イト

1または2 3TB/6TB 2 SFF SAS/
SATAまたは
2 SFF NVMeま
たは4 uFFド
ライブ

5

HPE Synergy 
660 Gen9コン
ピュートモ 
ジュール

フルハ
イト

2または4 3/6TB 4 SFF SAS/
SATAまたは
4 SFF NVMeま
たは8 uFFド
ライブ

6

HPE Synergy 
680 Gen9コン
ピュートモ 
ジュール

フルハイ
ト、ダブ
ル幅

4 6TB/12TB 4 SFF SAS/
SATAまたは8 
uFF SATAまた
は4 SFF NVMe
または8 uFF
ドライブ

10

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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注文する前に、128GB DIMMの互換性と可用性を確認してくださ
い。

最適サイズのコンピューティング
多様なワークロードに対応するSynergyコンピュートモジュールか
ら選択することが可能です。

HPE Synergy 480
HPE Synergy 480 Gen9コンピュートモジュール（図6-1を参照）
は、フルレンジのプロセッサーの選択肢、ストレージオプショ
ン、およびシンプルな入出力アーキテクチャを提供することによ
り、要求の厳しいワークロードに対処するための高密度の仮想マ
シンにキャパシティ、効率性、柔軟性を提供します。物理的およ
び仮想化環境における業務処理、ITインフラストラクチャ、ウェ
ブインフラストラクチャ、コラボレーションおよびハイパフォー 
マンスコンピューティングを含む汎用エンタープライズワーク 
ロードのパフォーマンスを最適化するように設計されています。

HPE Synergy Gen10 480 
および660の拡張

HPE Synergy Gen10コンピュート 
ポートフォリオには、世界で最
も安全な業界標準のサーバーが含
まれています。HPE Synergy Gen10 480 
および660のセキュリティ機能： 

▶✓ 安 全 な 起 動 の た め の S i l i c o n  
Root of Trust（シリコンレベルの
信頼性）を備えたiLO5

▶✓ デジタル検証による改ざん防
止された更新

▶✓ 拡張されたスクリプト機能と
API機能

▶✓ 安全なファームウェアリカ 
バリ

▶✓ 基準準拠
▶✓ サプライチェーン攻撃の検出

HPE Synergy Gen10 480および660コ 
ンピュートモジュールは、永続メ
モリのオプション、最新のインテ
ルXeonプロセッサースケーラブル
ファミリー、最大2666 M/s（1秒あ
たりのメガ転送数）の高速メモ
リ、増加したローカルの内部スト
レージオプションなど、多くの新
機能を提供しています。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergy 480 Gen9コンピュートモジュールは、最大24個の
DIMMスロット（128GB/DIMMで3TBのRAM）を提供し、DIMMス
ロットの制限なしでインテルE5 v4 2ソケットプロセッサーファミ
リー全体をサポートします。メモリ占有量とパフォーマンスの向
上によって、ますます厳しくなるベアメタルワークロードの要求
に対応し、コンピュートモジュールあたりの仮想マシン密度の増
加によって、統合と効率性が向上します。

Synergy 480コンピュートモジュールは、NVIDIA Tesla M6 MXM 
メザニンカードをサポートしており、仮想デスクトップ環境にも
適しています。追加のMXMおよびPCIeモジュールのオプションも
利用可能です。

HPE Synergy 660
HPE Synergy 660 Gen9コンピュートモジュール（図6-2を参
照）は、データ集約型のワークロードを難なく処理します。
これは、インテルXeon  E5の優れた特性を2または4ソケット
48GBのDIMMスロット、128GBのDIMMで最大6TBの空きメモ
リ、柔軟な入出力ファブリック接続、6つの利用可能なメザニ
ンスロット、数多くのストレージオプションを搭載したフルハ
イトモジュールです。HPE Synergy 660は、さらに多くのデー
タ集約型ワークロードをサポートするために必要な大量のメモ
リ占有量および強力なプロセッサーを搭載しています。

図 6-1： HPE Synergy 480コンピュートモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergyコンピュートモジュールはすべて、多種多様なプロ
セッサーに対応しています。シームレスな体験を提供するため
に、同じメモリオプションとその他同様のアーキテクチャ上の機
能が搭載されています。

HPE Synergy 620および680
HPE Synergy 620（図6-3を参照）は1つまたは2つのソケットに対
応し、HPE Synergy 680（図6-4を参照）は4つソケットのGen 9 x86
コンピュートモジュールです。上記コンピュートモジュールはE7
プロセッサーをサポートしており、最高のパフォーマンスで信頼
性と弾力性に優れたオプションを提供します。メモリ内ワーク 
ロード、高可用性要件、サーバー統合などに最適な仮想マシンの
密度と選択肢を最大限に利用できます。HPE Synergy 620および
680のGen9とGen10のどちらも、メモリ量はSynergy 480と660の
最大2倍です。

これらのコンピュートモジュールは、同等のEPに比べ、RAS機能
を約40余り多く持ち、2倍のRAM（プロセッサあたり24 DIMM）
をサポートし、2ソケットと4ソケットモデルでそれぞれ6TBまた
は12TBの最大RAMと128GB DIMMを提供します。金融、保険、
医療、製造、および小売企業に最適なこれらのコンピュートモ 
ジュールは、非常に高レベルの可用性とメモリ、拡張された多機
能性、およびリアルタイムの高パフォーマンスを必要とするあら
ゆる企業を対象としています。

図 6-2：  HPE Synergy 660および480コンピュートモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ワークロード
図6-5に示されるように、Synergyコンピュートモジュールのすべ
てのファミリーを採用して、あらゆるエンタープライズワーク 
ロードを運用することが可能です。

図 6-4：  HPE Synergy 680コンピュートモジュール。

図 6-3： HPE Synergy 620コンピュートモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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図 6-5：  コンピュートモジュールのワークロード比較。

インテルXeonプロセッサースケー
ラブルファミリーに駆動されるHPE 

Synergyコンピュートモジュール
インテルXeonプロセッサースケー
ラブルファミリーは、データセン
タープラットフォームにおける革
新的な進歩です。
ゼロから再設計されたインテル
Xeonプロセッサースケーラブル 
ファミリーは、インテルXeonプロ
セッサーE5およびE7製品ラインの
後継製品です。

▶✓ コンピューティング、ネット
ワーク、およびストレージの
ワークロードに特有の機能を
搭載し、今日業界で広く使用
されている4年前のシステム
と比較すると、仮想化された
ワークロードに対して最大3.9
倍の高いスケーラビリティを
実現し、ますます多様化する
ワークロードを各システム上

で運用することが可能になり
ます。

▶✓ ス ケ ー ラ ブ ル フ ァ ミ リ ー
に は 、 イ ン テ ル A d v a n c e d  
Vector Extension 512（インテ
ルAVX-512）およびインテル
QuickAssistテクノロジー（イ
ンテルQAT）などの統合され
たパフォーマンスアクセラ 
レーター、最近発表されたイ 
ンテルOptane SSD DC P4800Xや
インテルSSD DC P4600ドライ
ブ な ど の P C Ie対応（ NV Me） 
のソリッドステートドライブ
をシームレスに管理するよう 
に設計された新しいプラット 
フォーム機能であるインテ 
ルVolume Management Device 
（インテルVMD）を備えてい
ます。インテルVMDは、ドラ

(continued)
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ローカルストレージ
HPE Synergyコンポーザブルコンピュートの柔軟な設計により、ワー 
クロードの要件に合わせ、内部ストレージの選択は最適化され
ます。ローカルドライブが必要な場合、各コンピュートモジュー 
ルには、2つまたは4つのHPE SmartDriveベイ（2つのソケットシ
ステムで2つ、4つのソケットシステムで4つ）を含む柔軟なフロ
ントベゼル設定が提供されています。個々のSmartDriveベイは、
内蔵のRAIDとSAS、SATA、HDD、およびフラッシュストレージの
オプションが提供される1つの小型フォームファクタドライブある
いは2つのマイクロフォームファクタドライブをサポートします。

HPE Synergyイメージストリーマーを使用する環境など、内部ス
トレージが不要な場合は、ステートレス構成用にローカルスト
レージハードウェアのないコンピュートモジュールの注文も可
能です。ワークロードの高速化のために、HPEのPCIe NVMe SSD
は、ストレージワークロードアクセラレーターの高スループット 
と低レイテンシを標準的なフォームファクタドライブの柔軟性
と利便性と組み合わせています。ウェブスケーリング、クラウ
ド、OLTP、ビッグデータ、あるいはビジネスインテリジェンス
に最適です。

イブの交換時にサービスの中
断を最小限に抑える「ホッ 
トプラグ」機能を備えてい 
ます。

▶✓ 新しいインテルXeonプロセッ
サースケーラブルファミリー
は、プロセッサーアーキテク
チャーおよびプラットフォー
ムの進化を大きく前進させ、
コンピューティング、ネット
ワーク、およびストレージ 
にワークロードに最適化され
たパフォーマンスを実現しま
す。スケーラブルファミリー
は、分析、人工知能、全自動
運転、高性能コンピューティ
ング、ネットワーク変換等の
幅広いアプリケーションに対

応する次世代のクラウドイン
フラストラクチャの基盤を提
供します。インテルXeonプロ
セッサのすべての世代のデリ
バリと同様、スケーラブルフ
ァミリーは画期的なパフォー
マンス、セキュリティ、アジ
リティも備えています。

すでに世界中の幅広いクラウドプ
ロバイダーや大手企業に採用され
ているインテルXeonプロセッサー
スケーラブルファミリーは、データ
センターのモダナイズを促進し、 
データセンターテクノロジーの適
用と導入の柔軟性と選択肢を大
幅に拡大し、複雑性の軽減し、テス
トおよび検証コストの削減を実現 
します。

(continued)

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



45� �第6章：HPE Synergyコンポーザブルコンピュート�

すべてのローカルオプションを使用すると、多種多様なオペレー
ティングシステムの起動オプションが利用可能です。

 ✓ 管理アプライアンスからの起動（HPE Synergyイメージスト
リーマー）。

 ✓ DASあるいはSANから起動。
 ✓ USB、マイクロSD、あるいはローカルドライブから起動。
 ✓ Gen 10モジュールは、内蔵のM.2フラッシュドライブから起
動に対応。

デュアルブート機能により、起動コストおよび高可用性に柔軟性
がもたらされます。

アダプター
コンピュートモジュールは、HPEコンバージドネットワークア
ダプター（CNA）を使用する高速10/20 Gb接続、あるいはHPE 
Synergy 6810Cイーサネットアダプターを使用する25/50 Gb接続
にトラフィックを収束します。HPバーチャルコネクトSE 40 Gb F8
モジュールに接続すると、各アダプターはデータ、ストレージ、
管理、バックアップ等、それぞれ調整可能な接続を各20Gbコン 
ピュートモジュールポートに提供し、比類のない接続柔軟性を提
供します。

内蔵SmartアレイのRAIDコントローラは、ローカル障害耐性機能
を提供することにより、優れた信頼性とコンピュートモジュール
の稼働時間を保証します。またこれらのコントローラーは、オン
ラインスペアリング機能を提供し、ドライブの障害発生後の自動
ストレージ再構築、および障害が発生する前の予測スペア有効化
による障害防止を実現します。

グラフィックス
ワークロードの種類によって、異なる種類のリソースにアクセス
する必要があります。例えば、一般的にサーバー環境では、グラ
フィックスのサポートはそれほど重要視されていません。しかし
仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）をサポートする場
合、グラフィックスの対応はぐっと重要性を増します。実際、グ
ラフィックスのパフォーマンスやストレージのパフォーマンスが
貧弱であるために失敗するVDIプロジェクトが数多くありました。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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グラフィックスの馬力を必要とするアプリケーションにさらによ
く対応するため、HPEはHPE Synergy 480コンピュートモジュール
でグラフィックス機能を拡張することができるMXMフォームファ
クタGPUを提供しています。

例えば、NVIDIA Tesla M6 MXMフォームファクターGPUは、高フ
レームレートで4Kモニタを含む複数のディスプレイ/セッションを 
実行するユーザーを最高16人サポートします。これは典型的なイ
ンテルベースのベアメタルのCPU構成と比べ、はるかに優れたグ
ラフィックス機能です。グラフィックス拡張モジュールを搭載し
たHPE Synergy 480は、コンピュートモジュールと組み合わせて最
大6つのMXM GPUをサポートし、数百人の3D CADユーザーや数千
のタスク指向VDIセッションを1つのラックでサポートします。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



HPE Synergyコンポーザ
ブルストレージ

本章の内容
▶▶ HPE Synergyストレージポートフォリオの幅広い範囲
▶▶ Synergy環境での内部フレームストレージのメリット
▶▶ HPE 3PAR StoreServがSynergy導入に最適な理由

レ 
ガシー環境では、ストレージはすべての角度から攻撃さ
れるリソースだと言えるでしょう。

 ✓ 新しい企業やテクノロジーは伝統的な方法論に挑戦するもの
ですが、それはさらなる複雑化およびサイロ化されたスト 
レージプールを呼びます。

 ✓ ハイパーコンバージドインフラストラクチャ製品は、複雑と
みなされる市場に簡素性のようなものを投入しようとしてい
ます。

 ✓ ソフトウェア定義のストレージベンダーは、エンタープライ
ズ内でストレージ需要が爆発的に増加するにつれ、ストレー
ジ容量リソースの拡張を容易にする方法を模索しています。

ストレージのアプローチには、それぞれ独特の長所と短所があり
ます。そのためワークロードや組織のダイナミックスに適したス
トレージシステムを実装できるインフラストラクチャを導入する
ことが非常に重要となるのです。

HPE Synergyコンポーザブルストレージは柔軟性と敏捷性に優れ
ています。Synergyのストレージオプションを使用すると、イン
スタンスによっては機能しない可能性のあるもので妥協したりあ
きらめたりすることなく、あらゆる種類のストレージを現行の環

第7章
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境に展開することができます。本章では、Synergyインフラストラ
クチャで利用可能なストレージの主な種類について説明します。

HPE Synergyのコンポーザブルストレージは、あらゆるワークロー 
ド対象に最適なストレージのオプションを提供します。HPE 
Synergyのコンポーザブルストレージは、完全に統合された内部ス
トレージモジュールとソフトウェア定義のストレージから、Tier 1、 
サービスの品質が保証されたオールフラッシュアレイまで、高
密度のストレージのオプションを提供します。データタイプ、
接続プロトコル、またはサービスレベルの要件いかんにかかわら
ず、HPE Synergyのコンポーザブルストレージでは、計画済およ
び計画外の需要変更の両方に対応することが可能です。

エンタープライズクラスの高信頼性を備えたHPE Synergy D3940
ストレージモジュールは、多くのアプリケーションの重要な構成
要素として、ファイル、ブロック、オブジェクトデータ等なんで
も保存および共有することができるように設計されています。サ
イロ化されたリソースと管理の複雑さと限界を排除することで、
革新的レベルの簡素性、密度、柔軟性を実現します。高パフォー
マンスの機能により、データベース、Eメール、ファイル共有、
ウェブスケールアプリケーション、メディアストリーミング等の
入出力集約型ワークロードに対応します。HPE Synergyストレー
ジモジュールのすべてのモデルが各コンピュートモジュール内の
HPE Smartアレイコントローラを使用して、パフォーマンスを加
速し、RAIDの保護と暗号化を行い、セキュリティおよび可用性を
向上させます。

コンピュートモジュールのローカル
ストレージオプション

コンピュートモジュールのローカ
ルストレージオプションについて
は第6章で少し触れました。説明
された重要なポイント： 

▶✓ コンピュートモジュールに 
よって、ローカルディスクの
最大数は異なります。

▶✓ 数多くの利用できるオプショ
ンがあります。SAS SFF、NVMe  

SFF、フラッシュuFF、または
ディスクレスオプションもあ
ります。

▶✓ ディスクレスシステムを選択
する場合、ハードウェアベー
スのステートに関する問題は
事実上回避され、画期的なレ
ベルのワークロードの移植性
が実現可能となります。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergy D3940 
ストレージモジュール

テクノロジーの進歩の目覚しさは、歴史的な背景を考えてみれば
気が遠くなりそうになります。IBMは1956年にリリースした5MB
のハードディスクは、1トンを上回る重量であり、その移動には
フォークリフトが必要でした。今日、5MBは取るに足りない容量
でしょうが、1950年代と60年代に5MBの巨大宇宙船を導入した人
々にとっては、HPE Synergyの内蔵ストレージモジュールはSFの
世界のように感じられるでしょう。ストレージモジュールあたり
最大40台のドライブ、単一フレーム内に最大5台のストレージモ 
ジュールをサポートし、同じフレーム内のストレージモジュー
ルとコンピュートモジュールの比率を事前に定義することな
く、HPE Synergyは10Uフレームで最大770TBのDASストレージを
サポートすることができます。図7-1に示されるように、このモ 
ジュールはSynergyフレームに簡単に挿入でき、2つのハーフハ 
イトベイを使用します。HPE Synergyのコンポーブルストレージ
は、あらゆるソリッドステートドライブの使用で最適化されま
す。業界アナリストの言葉を借りると、SSDの総保有コストは魅
力的です。5つのエリアに及ぶメリット：

 ✓ より少ないデバイスの数で満たされるパフォーマンス要件
 ✓ エネルギーおよび床面積の消費量を大幅に削減
 ✓ アプリケーションサーバ数の減少
 ✓ 管理コストの削減
 ✓ ドライブの平均故障間隔の改善（MTBF）

図 7-1：  HPE Synergyストレージモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergyストレージモジュールは、SASおよびSATAオプショ
ンの両方で密度を最大限に高め、フラッシュ（SSD）および/また
はディスク（HDD）ストレージをサポートするので、アプリケー
ションのニーズに合わせてストレージリソースを容易に調整する
ことができます。そのノンブロッキングSASファブリックは、フ
ラッシュストレージを稼働率を最大限で活用し、すべてのソリッ
ドステートドライブを装備した場合に、最大200万のIOPが利用で
きます。

HPEはインテルと提携し、Synergy D3940ストレージモジュールで
設定可能なオールフラッシュSATAアレイ周辺のオプションを提供
しています。インテルSATAソリッドステートドライブは、永続的
な整合性、信頼性の高い実効性能、そしてデータセンターで必要
とされるプラットフォームの信頼性を提供します。インテルのド
ライブは、サイレントデータ破損（SDC）を防止する上で100倍以
上の信頼性があることが証明されています。5,000件を超える大規
模なワークロードで検証され、あらゆる製品ラインで最大90％の
IOPSの一貫性を保ち、11％以下のパフォーマンス劣化を記録して
います。

データセンターのダウンタイムは平均で毎分8,850ドルにも及ぶた
め、Synergy D3940ストレージモジュールに適したインテルSSDを
選択することは避けられない選択でしょう（図7-2を参照）。イン
テルのSSD耐久ドライブの3つの層：読み取りに特化、混合利用、
書き込みに特化。ワークロードに適したSSDを選択することで、ド
ライブの適切なパフォーマンスと長耐用年数が確実になります。

HPE  Synergy  D3940直続ストレージ（DAS）モジュールは、 
Exchangeやデータベースアプリケーションなどの従来のアプリ 
ケーションから大量入出力を必要とするアプリケーションに至
るまで、あらゆるアプリケーションをサポートすることができま

図 7-2：  HPE Synergyストレージモジュールのノンブロッキングファブ
リックアーキテクチャ。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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す。最後に、ストレージモジュールは、データ管理のためのスト
レージアーキテクチャのオプションも提供します。モジュールと
適切なソフトウェアを使用した場合、ファイル、ブロック、およ
びオブジェクトのストレージタイプをサポートします。

シンプルなDASアレイの場合、D3940ストレージモジュールには以
下の利点があります。

 ✓ 使い勝手がよい（HPE Synergyコンポーザーで構成）
 ✓ 配置が容易（モジュールを利用可能なフレームベイのセット
に挿入するだけ）

 ✓ 高いスケーラビリティ（1つのフレームで最大200台のドライ
ブ；図7-3を参照）

 ✓ ストレージネットワークの制約によるパフォーマンスの制限
なしで最大200万IOPSまで実現

 ✓ フレーム内の任意のコンピューティングリソースと任意の比
率で構成が可能

図 7-3：  HPE Synergyストレージモジュール実装。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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利点はまだまだあります!

Synergy D3940ストレージモジュールには、ネイティブデータサー
ビスは組み込まれていませんが、HPE StoreVirtual VSAやVMware 
vSAN等のソフトウェア定義のストレージソリューションを活用
するのに最適なプラットフォームとなります。したがって、スト 
レージモジュールを複数のフレームに共有されるソフトウェア
定義ストレージアレイとして事実上使用し、シンプロビジョニン
グ、スナップショットやクローンなどのデータサービス、データ
階層化、またはシンプロビジョニングを利用し、パフォーマンス
を最大限に活用することができます。

StoreVirtual仮想ストレージア
プライアンス（VSA）

HPE Synergy D3940ストレージモジュールを、HPE StoreVirtual 
VSAのソフトウェア定義ストレージの優れた性能と組み合わせる
とどうなるでしょうか?以下の利点を持つソフトウェア定義の大
ストレージを手に入れることができます。

 ✓ サーバープロファイルでプロビジョニング可能なVSA iSCSI 
ボリューム

 ✓ 高度にスケーラブルで柔軟なプラットフォーム
 ✓ VSAのベストプラクティスに対応するソリューション
 ✓ データの自動階層化の適応型最適化

高度に仮想化された環境では、仮想ストレージアプライアンス
（VSA）が、ハイパーバイザレベルでストレージリソースをよ
り容易に管理および使用するための方法として普及していま
す。VSAは、Synergyストレージモジュールからゾーン化された
ドライブを含むホストにローカルなストレージリソースを抽象化
およびプール化する仮想マシンです。この集約プロセスが完了す
ると、VSAはクラスタ内の他のノードと連携し、スケーラブルな
グローバルストレージリソースプールを作成するのです。

要は、何を選択するかということ、そしてあなたのワークロード
特有のニーズを満たすリソースを展開する能力を手にするという
ことです。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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コンポーザブルオールフラッ
シュストレージアレイ

DASとソフトウェア定義のストレージアーキテクチャが適した 
ワークロードもありますが、外部のSANおよびNASベースのスト 
レージがデータセンター支持者の間で依然として熱烈に支持さ 
れているのには理由があります。だって使えるストレージですか 
ら。特設のアレイは、Tier-1ストレージ要件に非常に高いパフォー 
マンス、スケーラビリティ、柔軟性、および信頼性を提供しま
す。年間データの伸び率が2桁のパーセンテージに及ぶため、容
易で継続的なスケーラビリティを確保することは非常に重要な
ことです。さらにQoS（サービスの質）の最適化によって、最も 
ミッションクリティカルなアプリケーションには優先的にそれに
相応しい保護が与えられます。

しかし外部共有ストレージの最大の問題は管理性でしょう。幸い
にもこの厄介な問題の解決法をSynergyは提供しています。例え
ば、Synergy展開とHPE 3PAR StoreServ（図7-4を参照）をフレー
ム間オプションとして結合する場合、そのストレージは構成可能
な管理範囲に含めることが可能です。

HPE 3PAR StorServシステムは、Synergy D3940 DASモジュールの
ように完全に構成可能なストレージリソースなのでSynergyスト 
レージファミリー全体の中核部分となりますが、Tier 1共有スト 
レージの要件を対象しています。そういう意味では、コンポー 
ザーが提供するテンプレートとプロファイルを使用し、3PARベー
スのLUNを作成することができます。

統合および相互接続性
既にストレージ環境に多額の投資
をしており、すべてを捨てること
に躊躇する組織も多いことでしょ
う。心配はいりません！これまで
同様、HPE Synergy環境は、サー
ドパーティ製のシステムに簡単
に接続できます。少なくともスト
レージリソースに関しては、HPE 
Synergy用に設計されたソリュー
ションによって提供される広範

囲の構成可能性を活用すること
はないかもしれませんが、どんな
iSCSI、ファイバチャネル、NFS、
またはSMBストレージシステム
にも接続することが可能です。上
記の接続は、フレーム内で利用可
能なストレージネットワーキング 
ファブリックを使用して実行する
ことができます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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このファイバチャネル接続ストレージオプションには、システム
あたり最大24ペタバイトの使用可能容量を拡張するオールフラッ
シュアレイを活用することができる機能、大規模なパフォーマン
ス、低レイテンシ、および画期的なスケーラビリティが含まれて
います。CRM、ERP等、QoS保証および最も包括的なネイティブ
データ保護および障害回復機能を必要とするミッションクリティ
カルなデータベースのワークロードには、HPE 3PARアレイが構成
可能性と可用性を提供します。

図 7-4：  HPE 3PAR StoreServ 8450。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



HPE Synergyコンポー 
ザブルファブリック

本章の内容
▶▶ HPE Synergyファブリックモジュールのポートフォリオの幅広い範囲
▶▶ 従来のネットワークインフラストラクチャと相互運用を実現するための
Synergy環境の適応
▶▶ データセンターのインフラストラクチャのケーブル接続量の削減

本 
書では、コンピュートモジュールとストレージモジュー
ル、および外部システムとの相互接続性について説明し

ています。Synergyの世界でこのすべてを接続するのが何なのか疑
問に思いませんか?

それがHPE Synergyコンポーザブルファブリックの役割です。HPE 
Synergyコンポーザブルファブリックは、アプリケーションと 
サービスのデリバリに高いパフォーマンスと可用性をもたらしま
す。費用効果が高く、可用性が高く、スケーラブルなアーキテク
チャにおいて分割を使用してネットワーク接続を簡素化するので
す。HPE Synergyコンポーザブルファブリックは、広範なアプリ
ケーションに対応するインフラストラクチャを迅速にプロビジョ
ニングするために、ほぼ瞬時に構成できる幅広いアプリケーショ
ンに対応する柔軟なファブリックキャパシティのプールを作成し
ます。HPEバーチャルコネクトのテクノロジーによって実現され
るコンポーザブルファブリックは、コンピュートモジュールの 
エッジでのネットワークの不規則化を軽減するのに役立ちます。
バーチャルコネクトは、ネットワークとコンピューティングリソ
ース間で「一度きりの接続」方式の簡略化された管理を実現する
ことにより、管理者を従来のインフラストラクチャの制約から解
放するのです。

第8章

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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単一の分割された柔軟 
なリソースのプール

HPE Synergyコンポーザブルファブリックの分散型ラックスケー
ル設計では、データセンターのネットワーク接続を統合し、ハー
ドウェアと管理の複雑さを軽減し、複数のフレームにわたりネッ
トワーク帯域幅を拡大するために、マスター/サテライトアーキテ
クチャが採用されます（図8-1を参照）。

HPE Synergyコンポーザブルファブリックは、フラットなラック
スケールファブリックアーキテクチャを採用し、末端間通信の 
データスループットを最大化し、仮想マシンあるいはコンピュー
トモジュールの大規模ドメイン内で一度のホップのみでレイテン
シを最小化します。このシングルホップ接続アーキテクチャは、
ファブリックが課すレイテンシを低減するために大きな役割を果
たします。

インテリジェンスは、すべてのデータ転送の決定を処理するマス 
ターモジュールに搭載されています。その他のサテライトモジュー
ルは、データパケットをコンピュートモジュールからマスターモ 
ジュールおよびその逆の方向に渡すだけです。マスター/サテライト

図 8-1：  ファブリックの拡張。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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型のアーキテクチャでは、追加のToRスイッチを必要とせずにファブ 
リックリソースを最大5フレームまで拡張することができます。

ネットワーキングの占有面積
の削減

ネットワーキングは、高価なデータセンターリソースであり、複
雑な処理を伴うものです。Synergyは、完全に統合された環境を
提供することにより、ネットワークの設置面積を削減し、コスト
を削減し、リソース管理を大幅に簡素化します。

ToRスイッチの排除
マスターモジュールには、HPE Synergy 10/20Gbインターコネク
トリンクモジュールを介してサテライトフレームへの接続を拡
張するインテリジェントなネットワーキング機能が含まれてお
り、ToRスイッチの必要性を排除し、インフラストラクチャコス
トを大幅に削減します。

ラックスケールファブリック
コンポーネントの削減により、大規模なファブリック管理も容易に
なり、データセンターの集約レイヤでのポート数が削減され、さら
にコストが削減されます。HPE Synergyコンポーザブルファブリッ
クモジュールは、フレームあたり最大3つの冗長ファブリックをサ
ポートし、イーサネットまたはファイバチャネル用にQSFP（Quad 
Small-Form-Factor Pluggable）の統一化されたアップリンクポート
を設定し、展開のオプションに柔軟性を持たせることができます。

さらにパフォーマンスの観点では、スケーリングは迅速かつ容
易で、パフォーマンスに影響を与えることはありません。HPE 
Synergyのインターコネクトリンクモジュールを採用して新しい
フレームを追加する場合、新しいフレームは既存のファブリッ
クの拡張機能として扱われ、既存のワークロードのパフォーマ
ンスに悪影響を及ぼさないよう、末端間通信型の設計が拡張さ
れることになります。このソリューションは、あらゆる構成におい
て、2.08Tb/sのスループットで末端間通信の超低遅延を実現します。

これを基幹から末端への通信型の設計を使用する従来の階層構 
造と比較してみてください。このような設計では、オーバーサブ
スクリプションのボトルネックが発生する可能性があり、複数の 
ホップに起因するレイテンシが追加発生します。いずれもパフォー 
マンスに悪影響を与えることになります。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ケーブルの削減
恐ろしい配線状態になっているデータセンターの写真をインター
ネットで見たことがある人も多いでしょう。こういったぞっとす
るような写真では、スパゲッティが絡まったようなケーブルモン
スターが写っています。「あんなのを処理しなくて済んでよかっ
た!」と思う人がほとんどでしょう。

ちょっと考えてみてください。あなたのデータセンターに張られ
ているケーブルは何十本ありますか?何か障害が起こった際にぐ 
ちゃぐちゃになった配線を掘り起こさなければならないデータセ
ンターが、実は他人事ではないと感じる人もいるでしょう。もち
ろん中にはケーブル配線の色をコード化して完全にきちんとした
状態に保っている優秀なセンターもあるでしょうが。

ずっと昔の2001年にスコットはシステムエンジニアとして雇用さ
れ、40以上のサーバファームを構築し、それぞれのサーバは6つの
物理ネットワークのいずれかに接続していました。これは仮想化
前の時代です。これらの40台の物理サーバのそれぞれに6つのネッ
トワーク接続があり、240のスイッチポートを使用する必要があっ
たのです。コスト安な構成ではないと言っておきましょう。

予測可能なパフォーマンス
旧来的なデータセンターアーキテク
チャにおける最大の課題の1つに、
とりわけアーキテクチャを拡張して
拡張する際に予測することができる
パフォーマンスが少ないことでしょ
う。非常に多くの共有コンポーネン
トが存在するため、これに対するス
ケーリングの影響を予測することは
非常に困難となっています。ボトル
ネックになるのか?レイテンシが増
大し、ビジネスに影響が及ぶのか?
モダナイズされたデータセンターの
インフラストラクチャ設計、とりわ
けHPE Synergyでサポートされるイ
ンフラストラクチャ設計は、IT管理
者とビジネスに期待されるパフォー
マンスレベルを維持しつつ環境を拡

張させる方法を提供しようと努力して
います。新しいインフラストラクチャ
で「実に速く」処理できるということ
は素晴らしいことですが、拡張される
につれて同等のパフォーマンスを維
持できないのは、迅速だった処理が
時間が経つにつれて減速していくよ
りも、ひどい事態かもしれません。
予測可能なパフォーマンスを達成
する能力は、ラックスケールのイ
ンフラストラクチャに移行する際
に、さらに重要となります。幸いに
も、HPE Synergyのファブリックは、
こういったタイプの環境のニーズに
適しており、パフォーマンスに関連
する新たな問題を発生させることな
く、容易に拡張が可能です。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ネズミの巣配線と高価なスイッチポートの狭間で、この種の環境
の維持管理は非常に困難となります。今日、HPE Synergyファブ
リックモジュールを採用すると、非常に異なる種類のアーキテク
チャを構築することができます。実際、各システムは、理論的に
は、ファブリックに接続するためのたった1組のケーブルで動作す
ることが可能なのです。Synergyファブリックモジュールは、全体
的な効率を大幅に向上させるネットワークトラフィックの抽象化
と仮想化を可能にします。

コンポーザブルファブリック
のリソース

HPE Synergyコンポーザブルファブリックは、低レイテンシのマ
ルチスピードアーキテクチャを採用し、ワークロードのパフォー
マンスのニーズに的確に対応することが可能です。複数のフレー
ムにわたりトラフィックを集約しラックスケールアーキテクチャ
を作成し、外部LANに直接接続する1つのデバイスを使用すること
で、この目標は達成されます。

HPE Synergy 3820C 10/20 Gbコンバージドネットワークアダプ 
ター（CNA；図8-2を参照）には、組織がインフラストラクチャか
らより多くを得るのに役立つ機能も含まれています。アダプター
のFlex-20テクノロジーによって、イーサネットとFCoEが1つの接
続に統合されるため、コストは大幅に削減されます。

CNA（図8-2を参照）は、コンピュートモジュールに挿入されるメ
ザニンカードです。このメザニンスロットは、フレームのミッド
プレーンに電子的に直接接続されてファブリックモジュールに取
り付けられます。ファブリックモジュールは、HPEバーチャルコ
ネクトモジュール（コンポーザブルファブリック）あるいは従来
の環境との相互接続性のための従来のスイッチモジュールで構成
することが可能です。

図 8-2：  HPE Synergy 3820C 10/20 Gbコンバージドネットワークアダプター。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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ここではバーチャルコネクトモジュールについて説明しています
が、本章の後半では従来の環境との統合について説明します。

HPE Synergyフレームには、3つの主要なバーチャルコネクトファ
ブリックモジュールがあります。

 ✓ HPE Synergy 10 Gbインターコネクトリンクモジュール 
（図8-3上を参照）

 ✓ HPE Synergy 20Gbインターコネクトリンクモジュール 
（図8-3中央を参照）

 ✓ HPE VC SE 40 Gb F8モジュール（図8-3下を参照）

バーチャルコネクトで動作するFlex-20
テクノロジー

Flex-20とバーチャルコネクトのテ
クノロジーを採用した場合、冗長 
バーチャルコネクトモジュール各ペ
アは、4つのソフトウェア調整可能
なダウンリンク接続（3つのFlexNIC
と1つのF lexHBAまたは4つのF lex 
NIC）を、各コンピュートモジュー
ルのデュアルポート10Gbアダプター
と20Gbコンバージドネットワークア
ダプター に提供します。
なぜこれが重要なのでしょうか?  ハイ
パーバイザを運用する環境のケース
を考えてみましょう。そのような環
境では、多数の異なるネットワークに
ホストを接続する必要があります。例

えば、仮想マシンがユーザーと通信で
きるネットワークが必要です。ワーク 
ロード移植用のネットワークと管理 
ネットワークも必要となります。
バーチャルコネクト機能を利用した
場合、すべての操作を1組のアダプ
ターで行うことが可能なのです。こ
れらのネットワークをバーチャルに
作成することで（だからバーチャル
コネクトという名前なのですが）、 
すべてのトラフィックが同じ統合 
ネットワーク・ルートを共有するこ
とが可能であるため、管理上の負担
が軽減され、より簡潔な環境を構築
することが可能です。

図 8-3：  HPE Synergy用のHPEバーチャルコネクトおよびインターコネ
クトリンクファブリックモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergy用のHPEバーチャルコネクトSE 16Gb FCモジュール
は、一度きりの接続で更新可能な技術を備えたSAN（Storage Area 
Network）のインターコネクトです。ファイバチャネル（FC）モ
ジュールは、HPE OneViewを搭載したSynergyコンポーザーと連
携し、ネットワークを変更せずにワークロードを移植あるいは管
理することができます（図8-4を参照）。

ネットワーキング以外にも利用可能な追加のファブリックモジュー 
ルがあります。本書の前半で、コンピュートモジュールがSAS接
続を介して内部ストレージに接続できることを説明しました。こ
れはHPE Synergy 12Gb SAS接続モジュールを使って実現します（
図8-5を参照）。

従来の環境との統合
既存のデータセンター環境がまだあり、エッジに従来のスイッチ
機能がほしい場合もあるかもしれません。こういった場合、HPE
はフレームとコンピュートモジュールを接続し、イーサネットと
ファイバチャネルネットワーキング用の幅広いスイッチを提供し
ます。

HPE Synergyは、ファイバチャネルあるいはFCoE（Fibre Channel 
over Ethernet）をサポートする従来のネットワーク管理スイッチ
を必要とする場合も、完全なエンドツーエンドソリューションを
提供します。HPE Synergy 40Gb F8スイッチは、コマンドラインイ
ンターフェイス（CLI）から相互接続を管理したいネットワーク管
理者のための完全に手動で制御することが可能なイーサネットス
イッチです。このファブリックソリューションは、高速レイヤ2
のスイッチ機能を提供し、ネットワーク管理者がフレーム内のス 

図 8-4：  HPE Synergy用HPEバーチャルコネクトSE 16Gb FCモジュール。

図 8-5： HPE Synergy SASファブリックモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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イッチを単独で管理できるようにします。スイッチ設計は、HPE
バーチャルコネクトSE 40 Gb F8モジュールと同じマスター/サテ
ライト型アーキテクチャを採用し、データセンターネットワーク
接続を統合し、ハードウェアの複雑性を軽減し、複数のフレーム
にわたりネットワーク帯域幅を拡大します。

これまでに説明した構成可能なファブリックと従来のスイッチ
オプションに加え、パススルーモジュールやSANスイッチなど、
他のインターコネクトもインストールすることが可能です。HPE 
Synergy用Mellanox SH2200スイッチモジュールは、ハードウェ
アベースのトンネリングオフロード機能を備えた高度なレイヤ2
およびレイヤ3機能セットを提供する高速イーサネットスイッチ
です（図8-6を参照）。このモジュールは、高性能コンピューテ
ィング（HPC）、トレーディング、金融、ネットワークファンク 
ション仮想化（NFV）等、高性能かつ決定性低レイテンシのネッ
トワークファブリックを必要とする要求の厳しいデータセンター
環境向けに設計されています。

既存のネットワークを維持したい場合は、Synergyパススルーモ
ジュール（図8-7を参照）を使用すれば、既存のネットワークス 
イッチに完全なコンピュートモジュール接続を提供することがで
きます。HPE Synergy 10 Gbパススルーモジュールは、コンピュー 
トモジュールのネットワークアダプターとToRイーサネットス 
イッチとの間に1対1の接続を実現します。これはご希望のオペレー
ティングシステムでフレーム外のスイッチを管理する代替方法と
なります。ただしフレームからのあらゆるネットワーク接続にス
イッチポートが必要になることに注意しなければなりません。

図 8-6：  HPE Synergy用Mellanox SH2200スイッチモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergy用Brocade 16GbファイバーチャネルSANスイッチモ
ジュール（図8-8を参照）は、カットスルーモードのFC SAN機能を
備えた高性能、低レイテンシのネットワーキングを提供します。
このスイッチは、金融、トレーディングアプリケーション、医療
用画像処理およびレンダリングに最適です。

図 8-7：パススルーモジュール。

図 8-8：Brocadeファイバチャネルモジュール。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



Synergyに関する10の 
重要なアドバイス
あ 

なたは新しく作ったコンポーザブルインフラストラクチャと
HPE Synergyの達人です！最新のアイデアエコノミー主導の 

データセンターへの旅を始める際に留意すべき10の最も重要なアドバイ
スを以下に記載します。

 ✓ この旅はビジネスのための旅であり、ITのためのものではありませ
ん。ITはビジネスをサポートするために存在します。しかし複雑で
時代遅れになったインフラストラクチャ環境は、テクノロジーに、
必ずしも良い意味ではなく焦点が当てられます。コンポーザブルイ
ンフラストラクチャとHPE Synergyを使用すると、できるだけインフ
ラストラクチャがビジネスに見えないようにすることで、ビジネス
に焦点が移ることを目標にしています。

 ✓ 可変的プールが基準であるべきです。IT管理者はHPE Synergyを使用
すると、静的にリソースをプロビジョニングする必要もなくなり、
また完全稼動されていないリソースを無駄にする必要もなくなりま
す。Synergyは、管理者が現在のビジネスの要求に応じてリソース使
用を柔軟に変更することができるようにします。

 ✓ ソフトウェア定義のインテリジェンスにより、俊敏性が実現しま
す。モダナイズされたビジネスでは実行のスピードがすべてです。以
前はハードウェアで定義されていた機能をソフトウェアに組み込むこと 
で、HPE Synergyは新しいソリューションをより迅速に市場に投入す
ることを可能にします。アプリケーションの分野では、展開が数日ま
たは数週間ではなく、数分または数時間に短縮される場合もあります。

 ✓ ユニファイド APIはDevOpsの宝です。DevOpsを採用した組織に 
とって、ユニファイド APIは、必要に応じて新しいインフラストラ
クチャ要素を自動的に展開することが可能なアプリケーションの構
築の支援となります。例えば、ウェブサーバー層に負担がかかって
いることを感知するアプリケーションがある場合、アプリケーショ
ンにHPE OneViewへのAPI呼び出しをさせるだけで、増加分の要求
を処理するための追加のウェブサーバーが自動的に展開されます。
負荷が減少した後、リソースプールにリソースを戻す際に、その新
しいウェブサーバーのインスタンスを廃止することが可能です。

第9章

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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 ✓ インフラストラクチャは、今日と将来に対応して設計されま
す。HPE Synergyフレームは、コンピューティング、ストレージ、
ファブリックおよびマネジメントモジュールに対応するように設計
されています。ダイレクトコネクトミッドプレーンは、16.128 Tb/s
の帯域幅を提供し、将来を見据え、今後10年の帯域幅要件を上回る
フォトニックネットワーク対応設計となっています。

 ✓ テンプレートはITプロセスを再構築するのに役立ちます。HPE 
Synergyコンポーザーでサポートされているワークロード視点のテ
ンプレートを使用すると、コンポーザブルコンピューティング、
ストレージ、およびファブリックリソースの柔軟なブロックを、ス 
テート（BIOS設定、ファームウェア、ドライバ等）およびオペ 
レーティング環境イメージと共にプロビジョニングすることができ
ます。テンプレートを使用すると、数週間あるいは数ヶ月間プロ 
ジェクトが延期される場合もよくある、時間のかかる業務サイロに
渡るプロビジョニングプロセスを排除することができます。

 ✓ イメージストリーマーは従来のインフラストラクチャ展開モデルを
破壊します。複数の再起動を行う際、従来のプロセスではいくつか
の個別の手順が必要とされます。HPE Synergyは、イメージストリー
マーを利用します。これは、複数のコンピュートモジュール間で数
秒で処理することができる起動イメージのリポジトリです。このユ
ニークな機能によって、HPE Synergyは比類のない速度と一貫性で、
インフラストラクチャを設定および更新することができます。

 ✓ コンピュートモジュールのオプションが豊富です。インテルXeon
プロセッサー搭載の4つのコンポーザブルコンピュートモジュール
のオプションをHPE Synergyのポートフォリオに統合することで、
いかなるワークロードの必要性も満たせるように、コンピューティ
ングデバイスをうまく組み合わせることができます。コンピュート
モジュールは、業務処理、ITインフラストラクチャ、ウェブイン
フラストラクチャ、コラボレーション、ハイパフォーマンスコン 
ピューティング等の多種多様なワークロードに、パフォーマンス、
スケーラビリティ、密度の最適化、ストレージの簡素化、構成の柔
軟性を提供します。

 ✓ 統合されたストレージを妥協なしで活用します。HPE Synergyコ
ンポーザブルストレージはフレームに完全に統合されており、簡
素性と信頼性が向上します。各ストレージモジュールには40台の
ドライブがあり、HPE Synergyは1台のフレームにつき最大4台の
ストレージモジュールをサポートすることができます。

 ✓ ファブリックはあなたの会社と共に成長し、ハードウェアコスト
を削減します。HPE Synergyコンポーザブルファブリックの分散
型ラックスケール設計では、データセンターのネットワーク接続
を統合し、ハードウェアと管理の複雑さを著しく軽減し、複数の
フレームにわたりネットワーク帯域幅のスケーリングを簡易化す
るために、インテリジェントなマスター/サテライトアーキテク 
チャが採用されます。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。



Synergyのための�
HPEサービス

H 
ewlett Packard Enterprise（HPE）は、HPE Synergyを基
盤としたハイブリッドインフラストラクチャへの移行を

支援しています。HPEは、移行についての専門知識を活用し、適
切なソリューションを設計し、既存の環境にソリューションを統
合し、続けて環境を積極的にサポートし、インフラストラクチャ
をさらに自動化し、柔軟な投資資金調達のお手伝いします。

コンポーザブルインフラストラクチャへ旅はどれもユニークで
す。HPEは、組織の文化、人材、プロセス、テクノロジーを進化
させる支援を提供します。

ハイブリッドインフラストラク
チャへの変革のワークショップ

ハイブリッド ITのコンセプトおよびインフラストラクチャー 
（構成可能、ソフトウェア定義、コンバージドを含む）を明確に
し、ビジネスに役立つイニシアチブを特定し、その後の歩みを定
義する高水準の計画を作成します。この1日のワークショップで
は、HPEのシニアコンサルタントがインタラクティブなセッショ
ンで参考になる視覚的ディスプレイを使用し、CレベルのITと運
用マネージャーおよびビジネス上の重要意思決定者とHPEの知識
を共有します。移行ワークショップは、ビジネスとITの組織を連
携させ、最高のハイブリッドインフラ戦略を定義し、自信を持っ
てプロジェクトを開始することを可能にします。ワークショップ
の詳細および予約はwww.hpe.com/info/transformhybrid の
ページをご覧ください。

付録

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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HPE Synergy Rapid Advisory
サービス

御社の主要職員がコンポーザブルインフラストラクチャとHPE 
Synergyの原則を理解し、組織のニーズに対応する実行可能な展
開計画を策定することを確実にしましょう。

データセンターの物理インフラストラクチャとテクノロジー
から、組織の IT管理に使用されるツールやプロセスに至るま
で、HPEのコンサルタントおよび御社の専門家が、御社のデータ
センターの各レベルへのSynergyの統合および人やプロセスに焦
点を当てた業務の計画を策定します。

Modernization & Migration
サービス

HPEの専門家が、適正なコストで適切なワークロードに適したプ
ラットフォームを選択し、コンポーザブル、コンバージドおよ
びソフトウェア定義のテクノロジー等の「オンハイブリッドイ
ンフラストラクチャ」革新を利用して、御社のITインフラストラ
クチャ、プロセス、および組織を進化させるお手伝いをいたしま
す。HPEの専門家は、プラットフォームのリフレッシュ、データ
センターの統合仮想化、移行、および自動化プロジェクトのアド
バイス、変革、統合、実装を行います。

HPEはまた、インシデントを防止し、中断することなく環境を運
用するために、デバイスのための追加の研修、実装、サポートサ
ービスを提供します。詳細は www.hpe.com/us/en/services/ 
consulting/it-infrastructure.html を参照してください。

HPEフレキシブルキャパシティ
HPEフレキシブルキャパシティは、オンプレミスのインフラスト
ラクチャの従量課金モデルです。データセンターに必要なHPE 
Synergyキャパシティと、必要なときに使えるように追加の容
量のバッファを提供します。HPE Synergyはよりダイナミック

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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なIT環境を提供します。フレキシブルキャパシティは環境を拡
大するために必要なスペースを提供しますが、実際に使用した
分にのみ料金が発生します。リフレッシュによるテクノロジー
の移行を組み込むことも可能で、インフラストラクチャとサー
ビスは毎月請求されるため、ビジネス用途にコストを調整する
ことが可能です。フレキシブルキャパシティによって、引き続
き自社データセンターを維持しつつ、クラウドのようなOPEX
ベースの経済性を得ることができます。詳細は www.hpe.com/ 
us/en/services/flexible-capacity.html  を参照してくだ
さい。

HPEデータセンターケア�–��
インフラストラクチャオー�
トメーション

HPEデータセンターケア – インフラストラクチャオートメーショ
ン（DC-IA）は、HPEデータセンターケアの延長で、インフラス
トラクチャの自動化に関するアドバイス、ベストプラクティス、 
コーチングを提供します。OneViewを組み込んだHPE Synergyは、
インフラストラクチャの自動化を支援し、Chef、Puppet、Docker
などのツールと統合され、迅速なベアメタルプロビジョニングを
実現します。DC-IAでは、HPEサービスの専門家が、OneViewと連
携するこれらのツールのアドバイス、サポート、ベストプラクテ
ィスを提供し、迅速かつ機敏で信頼性の高い自動IT環境の構築を
支援します。DC-IAは、サービスの一環としてIaC (Infrastructure 
as Code)および機敏なプロセスを有効化するためのサポートを提
供します。HPE専門技術センターで四半期毎に顧客レビューが行
われ、報告レポートが提供されます。また必要に応じてこれら専
門家による自動化開発およびコード化のコーチングを開催するこ
とも可能です。メリットは以下のとおりです：

 ✓ コンポーザブル化のどの過程においても支援可能です。
 ✓ 必要なものを正確にパーソナライズしたプランの策定
 ✓ 文化、人員、プロセス、テクノロジーの進化を支援する専門
家へのグローバルなアクセス

 ✓ 移行中のビジネスの安定性と成長を維持する支援
 ✓ 迅速に成長しコストをビジネスに調整する柔軟性

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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テクノロジーサービスのポートフォリオはHPE Synergyに対応
しています。HPE Synergyおよびテクノロジーサービスでtime-
to-valueを加速します。詳細についてはHPE営業担当者あるいは 
チャネルパートナーにお尋ねください。

これらの内容は当社が著作権を保有しています。ⓒ 2018 John Wiley & Sons, Inc. いかなる公開、配 布、および不正使用も厳禁します。
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